
第
六
回

平
成

一
一十
六

(
一
一〇

一
四
)
年

十
月
十
八
日

「西
宮
雅
楽
多
宗
」
の
人
々

(
■
一)
戦
後
編

-

趣
味
と
世
相
批
判
、
そ
し
て
後
継
者

1

山

内

英

正

(や
ま
う
ち
・ひ
で
ま
さ
)

は
じ
め
に

私
と

「西
宮
雅
楽
多
宗
」
の
出
会

い
は
、
京
都
の
古
書
店

「書
林
か
み
か
わ
」
か
ら
い
た
だ

い
た
趣
味
人
ゆ
か
り
の
戦
前
・

戦
後
の
写
真
の
な
か
に
、
雅
楽
多
宗
に
関
連
す
る
・王
と
し
て
戦
前
の
写
真
を
見
つ
け
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
し
か
も

「白

鹿
記
念
酒
造
博
物
館
」
が
西
宮
市
か
ら
寄
託
さ
れ
て
い
る

「笹
部
桜
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
な
か
に
、
雅
楽
多
宗
が
戦
後
に
再

開
し
た
例
会
案
内
の
葉
書
が
あ
っ
た
の
で
、
両
者
が
結
び

つ
い
て
戦
前

・
戦
後
の
活
動
が
判
明
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

笹
部
新
太
郎
は
雅
楽
多
宗
の
宗
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
浅
田
耕

一
郎

(
雅
号
、
柳

一
)
と
懇
意
に
な
り
、
時
折
、

例
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
桜
に
関
わ
る
野
外
見
学
会
で
は
、
そ
の
場
で
説
明
役
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
酒
造
博
物
館
に

あ
る
案
内
葉
書
の
う
ち
、
笹
部
宛

の
表
書
き
が
あ
る
も
の
で
、
年
代
が
最
も
古

い
も
の
は
昭
和

二
十
四

(
一
九
四
九
)
年

八
月
二
十

一
日
に
、
西
宮
の
浄
願
寺
で
催
さ
れ
た

「納
涼
交
換
会
」
の
案
内
で
す
。
笹
部
は
洒
落

っ
け
の
あ
る
風
刺
、
そ
し

て
ど
こ
か
洒
脱
な
案
内
状
が
気
に
入
り
、
浅
田
に
バ

ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
求
め
ま
し
た
。
浅
田
は
手
元
に
余
分
が
あ
る
も
の

は
、
笹
部
に
寄
贈
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
表
書
き
が
無

い
も
の
は
、

一
括
し
て
笹
部
の
許
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
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し
ょ
う
。
し
た
が

っ
て
、
博
物
館
に
あ
る
案
内
葉
書
が
戦
後
の
雅
楽
多
宗
の
活
動

の
す
べ
て
を
物
語

っ
て
い
る
と
は
即
断

で
き
ま
せ
ん
。
因
み
に
笹
部
桜

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
雅
楽
多
宗
関
係
の
葉
書
に
は
複
数
同
じ
物
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を

一
種
類
と
す
る
と
、
種
類
総
数
は
百
三
十
葉
も
あ
り
ま
す
。

笹
部
と
浅
田
と
の
交
流
を
物
語
る
興
味
深

い
資
料
が
、
笹
部
桜

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。
博
物
館
で
時
た

ま
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
御
覧
く
だ
さ

い
。
そ
れ
は
雅
楽
多
宗
の
宗
員
、
小
松
原
無
庵
が
描
い
た

「
人
阪
寺
町
を
歩

く
僕
と
浅

田
柳

一
君
の
後
姿
」
の
額
に
入
れ
ら
れ
た
小
さ
な
絵

(
二

丁

二
×

一
六
・七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
で
す
。
「笹
部

博
士
」
と

「浅
田
先
生
」
が
二
人
並
ん
で
歩
く
後
姿
で
、
蒐
集
品
を
示
す
桜
と
軒
丸
瓦
の
文
様
が
名
前
の
下
に
小
さ
く
描
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

「大
阪
寺
町
を
テ
ク
ル
の
図

昭
和
二
拾
七
年
五
月
五
日
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
弾
正
原
佐
和
学

芸
員
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
笹
部

の
ポ
ケ

ッ
ト
日
記
の
昭
和
二
十
七
年
五
月
五
日
の
項
目
に
は

「人
阪
芸
文
協
会
主
催
」
、

「隆
専
寺
↓
道
頓
堀
」
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
隆
専
寺
は
現
、
大
阪
市
天
王
寺
区
生
玉
町
五

-
四
に
あ
り
、
大
正
時
代
ま
で

は
イ
ト
ザ
ク
ラ
、
現
在
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
有
名
な

「桜
の
寺
」
で
す
。
境
内
に
は
甲
陽
学
院
所
蔵
の
瓦

・
土
器
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
蒐
集
し
た
三
宅
吉
之
助
な
ど
が
加
わ

っ
て
い
た
、
「
浪
華
面
茶
会
」
(
自
作
玩
具
や
郷
土
玩
具
の
見
せ
合
い
談
義

会
)
が
昭
和
八
年
に
建
立
し
た

「面
茶
」
塚
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
会
は
隆
専
寺
で

「観
桜
面
茶
会
」
を
催
し
ま
し
た
。
言
わ

ば
趣
味
人
好
み
の
会
場
の

一
つ
で
す
。
端
午
の
節
句
の
五
月
五
日
が
雅
楽
多
宗

の
結
成
日
で
あ
る
の
で
、
浅
田
や
小
松
原

は
心
躍
る
も
の
が
あ

っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
笹
部

の
ポ
ケ

ッ
ト
日
記
を
丹
念
に
読
み
解
く
と
、
笹
部
の
雅
楽
多
宗
員
と
の

交
流
や
例
会
参
加
の
内
容
が
よ
り
明
確
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

浅
田
は
、
笹
部
が
揮
毫
し
た
吉
野
の

「頒
桜
碑
」
(昭
和
四
十
年
)
の
建
立
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

こ
の
碑
は
吉
野
の
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老
人
広
場
の
奥
に
建
立
さ
れ
て
お
り
、
碑
の
後
ろ
に
サ
サ
ベ
ザ
ク
ラ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

酒
造
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
堀
内
冷
戎

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
に
も
、
堀
内
が
蒐
集
し
た
雅
楽
多
宗

の
案
内
葉
書

が

一
部
あ
り
ま
す
。
堀
内
は
直
接
雅
楽
多
宗
に
関
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
西
宮
ゆ
か
り
の
物
と
し
て
蒐
集
し
た
の
で
す
。

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
戦
後
の
雅
楽
多
宗
の
本
論
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

、
蒐
集
品
の
展
覧
会

雅
楽
多
宗
は
戦
前
、
各
自
の
趣
味
の
蒐
集
品
を
展
示
し
て
楽
し
む
会
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
宝
物
展
覧
会
は

第
七
回
の
昭
和
十

]
年

(
一
九
三
六
)
十
月
十

一
日
を
も

っ
て
中
断
し
、
甲
子
展
は
第
十
四
回
の
昭
和
十
九

(
一
九
四
四
)

年
四
月
三
十
日
を
も

っ
て
中
断
し
ま
し
た
。
浅
田
は
昭
和
二
十

一

(
一
九
四
六
)
年
に
な
る
と
雅
楽
多
宗
の
活
動
を
再
開

し
、
住
職
会
議

(例
会
)
を
毎
月
開
催
し
て
、
宗
員
た
ち
は
宝
物
展
覧
会
や
甲
子
展
を
復
活
さ
せ
て
い
き
ま
し
た

(追
記

(
1
)
参
照
)
。
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(
一
)

宝
物
展
覧
会

戦
後
最
初
の
宝
物
展
覧
会
は
、
昭
和
二
十

一
年
五
月
五
日
、
「戦
災
趣
味
品
追
憶
祭
」
と
銘
打
ち
ま
し
た
。
本
来
な
ら

こ

れ
が
第
八
回
目
の
宝
物
展
覧
会
に
当
た
る
は
ず
な
の
で
す
が
、
こ
れ
は
番
外
扱

い
と
な
り
ま
し
た
。
葉
書
で
は
な
く
A
4

判
ほ
ど
の
ザ
ラ
紙
片
面
印
刷
の
案
内
状
は
、
笹
部

・
堀
内
の
両

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
西
宮
市
立
郷
土



資
料
館
と
神
戸
土
鈴
友
の
会
前
会
長
の
鈴
木
博
久
氏
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
西
宮
東

口
の
元
の
武
庫
郡
公
会
堂
別

館
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

の
宗
員
は
戦
災

で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
焼
失
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
焼
け
残
り
品
や
手
元

に
あ
る
も
の
を
何
と
か
展
示
し
た
の
で
す
。
案
内
状
に
は
当
時

の
宗
員
十
七
名
と
浄
願
寺
住
職
の
氏
名
が
連
記
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
参
加
し
た
の
は
十

一
名
で
し
た
。
す
で
に
有
名
無
実
の
宗
員
が

い
た
の
で
す
。

そ
の
後
の
宝
物
展
覧
会
は
、
次
の
通
り
で
す
。

(追
記

(
2
)
参
照
)

①
復
興
ま

つ
り

(九
～
十
六
時

浄
願
寺
)

昭
和
二
十
二
年
五
月
四
日

(写
真
1
)

案
内
葉
書
に

「
お
ま
た
せ
し
ま
し
た

西
の
宮
め
い
ぶ

つ

回
目
の
宝
物
展
覧
会
な

の
で
す
。
前
年
の

「
戦
災
趣
味
品

追
憶
祭
」
が
番
外
の
宝
物
展
覧
会
だ

っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
案
内
状
に
は
、
折
れ
た
矢
に

「平
和
日
本
」
の
布
切

れ
が
結
ば
れ
た
図
案
に
、
「古

い
剣
法
を
捨

て
〉
新
憲
法
が

生
れ
た
!
国
民
主
権

の
原
則
に
立

っ
て
、
民
主
日
本

の
あ

り
方
を
示
す
新
憲
法
が
五
月
三
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
」

と
あ
り
、
そ
の
翌
日
に

「復
興
ま

つ
り
」
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
が
大
学
教
養
部
の
法
学

の
講
義
を
受
講
し
た
時
、

憲
法

の
教
授
が

"ケ
ン
ポ
ウ
"
に
は

「剣
法
」
「拳
法
」
「憲

宝
物
展
覧
会
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
正
式
の
第
八
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法
」
の
同
音
異
義
語
が
あ
り
、
ど
れ
も
我
が
身
を
守
る
共
通
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
、
思
い
出
し
ま
し
た
。

②
第
九
回
宝
物
展
覧
会

(九
～
十
六
時

西
宮
市
商
工
会
議
所
)
昭
和

二
十
三
年
十
月
一
一十
四
日

こ
の
案
内
葉
書
に
、
第

一
回
か
ら
第
八
回
の
宝
物
展
覧
会

(雅
宝
展
)
の
記
録
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
第
十
回
宝
物
展
覧
会

〔総
合
大
展
覧
会
〕
(松
坂
屋
四
階
催
場

へ

「出
開
帳
」
)
昭
和

二
十
四
年

二
月
十

一
日
～
十
三
日

(～
十
六
日
ま
で
日
延
べ
)
、
会
期
中
の
二
月
六
日
に

「立
春
大
吉
の
会
」
が
十
三
時
か
ら
会
場
で
開
催
。

こ
の
宝
物
展
覧
会
は
、
宗
員
に
と

っ
て

一
世

一
代

の
晴
れ
姿
の
見
せ
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
出
開
帳
関
連

の
葉
書
だ

け
で
も
十
葉
、
う
ち
出
品
目
録
四
葉
も
作
ら
れ
ま
し
た

(写
真
2

・
写
真
3

・
写
真
4
)
。
宝
物
な
き
戦
災
寺
、
タ
ケ
ノ
コ

寺
も
何
と
か
出
品
物
を
融
通
し
て
三
十
三
か
寺
す
べ
て
出
揃

い
、
出
品
場
所
は

一
か
寺
あ
た
り
間
口
六
尺
、
奥
行
き
三
尺

の
台
が
割
り
当
て
ら
れ
、
特
に
珍
奇
な
も
の
や
大
き
な
も
の
は
特
別
出
品
場
所

で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

一
月
二
十
三
日
に

浄
願
寺
で
臨
時
住
職
会
議
が
開
か
れ
、
二
十
六
日
ま
で
に
浄
願
寺
に
集
め
ら
れ
た
出
品
物
は
、
高
島
屋
の
ト
ラ
ッ
ク
で

一

　

愴
し
い惜し
いε街
の噂
/
蔓
剛臨

U
つ
て
六
瀞
鯛
、
瞬
O
鶴
謹
駈
巳
7
さ
ら
ひ
覧
喰
し
塞
"
セ
"
5

鶴
脚
曜
',邑
7
0
お
い
つ
6
ぬ
い
で
壷
事
打
も
齢
め
O
鹸

翰

戦
慶

出
鯖

帖

好
騨

御
幌

西

宮
羅

婁
夢

察
口

塞
山
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括
し
て
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。

私
が
所
蔵
す
る
高
島
屋

の
会
場

で
の
記
念
写
真

(写
真

5
)
に
は
、
大
人
が
三
十
六
人
、
子
供
が
六
人
写

っ
て
お

り
、
会
場
は
白
土
塀
を
廻
ら
し
、
六
角
堂

・
五
輪
塔
が
特
設

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
大
阪
日
日
新
聞
社
と

松
坂
屋
が
後
援
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
最
後

の
宝
物
展
覧
会

と
な
り
ま
し
た
。

(
二
)

甲
子
展

毎
年
春
に
催
さ
れ
た
、
戦
後
の
甲
子
展
は
次
の
通
り
で

す
。
戦
前
同
様
、
浄
願
寺
の
三
面
大
黒
尊
天
の
御
開
帳
に

合
せ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

・
第
十
五
回
甲
子
展

九
日
九
～
十
七
時

(浄
願
寺
)
昭
和

一
一十
三
年

四
月

こ
の
案
内
葉
書
に
は
戦
前

の
甲
子
展
の
記
録
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
前
回
の
戦
前
編
で
述
べ
た
よ
う
に
、
第

一

ジ

み

ヘ

ワ

雑

集
多

茶
三
+
ミ
〃
鳥
め
ぐ
り

メ

,

、

も ＼ こ、

;

聖鮪o
●

、
唾●

弩

繧
弓.旧韓

f

0ロ 」 謡.

(写真5)
出開帳記念写真
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回
～
第
五
回
の
正
確
な
日
付
け
は
、
戦
災
に
よ
る
記
録
喪
失
の
た
め
空
欄
と
な

っ
て
い
ま
す
。
戦
後
初
の
甲
子
展
を

「甲

子
展

凶
○
日
O
Q。
≡

囚
〉
幻
〉
陣
容
新
た
に

の
り
か

へ

花
々
4
・9
再
出
発
」
と
、
阪
神
電
車
の
駅
名
吊
り
下
げ
看
板
に
見

立
て
て
い
ま
す
。
こ
の
年
は
宝
物
展
覧
会

(雅
宝
展
)
と
銘
打
つ
催
し
を
秋
に
予
定
し
て
い
た
た
め
か
、
「
『雅
宝
展
』
を
復

活
し

『
甲
子
展
』
に
合
流
し
て
華
々
し
く
再
出
発
致
し
ま
す
」
と
い
う
言
葉
が
、
「
『文
明
の
と
も
し
灯
』
を
囲
む
会
」
(
三
月

七
日
)
の
案
内
状
葉
書
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
第
十
六
回
甲
子
展

(浄
願
寺
)
昭
和

一
一十
四
年
四
月
四
日
九
～
十
七
時

案
内
葉
書
に
は
、
土
井
晩
翠

詞
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「荒
城
の
月
」
を
振

っ
た

「荒
情
の
尽
き
」
の
替
え
歌
が
三
番
ま
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
歌

春
戦
前
の
花
の
宴

の
ぼ
る
紫
姻
の
影
も
濃
し

山
な
す
タ
バ

コ
九
銭
の

昔
の

「
ひ
か
リ
」
い
ま
い
つ
こ

秋
イ
ン
フ
レ
の
霜
の
色

民
製
タ
バ

コ
数
増
え
て

愚
鈍
の
政
府
悩
ま
し
ぬ

専
売

「光
」
値
は
高
し

薫
香
ほ
ろ
び
五
十

円

栄
枯
は
移
る
世
の
姿

あ

ン
九
銭
の
あ
の
香
り

昔
の

「光
」
い
ま
い
つ
こ

・
第
十
七
回
甲
子
展

(浄
願
寺
)
昭
和

一
一十
五
年
五
月
一
一十
九
日
九
～
十
七
時

二
度
目
の
案
内
葉
書

(雅
楽
多
宗
創
立
二
十
周
年
祝
賀
会
礼
状
を
兼
ね
て
い
る
)
に
は
、
「ボ
ク
の
つ
づ
り
か
た
」
と
題

し
て
、
「ぼ
く
の
家
で
は
、
お
母
さ
ん
が

い
ば

っ
て
い
て
、
お
父
さ
ん
は
い
つ
も
シ
ョ
ン
ボ
リ
し
て
い
ま
す
。
家
が
び
ん
ぼ
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う
な
の
は
、
お
父
さ
ん
の
月
給
が
安
く
て
、
お
ま
け
に
、
そ
の
月
給
を
会
社
が
な
か
な
か
く
れ
な
い
か
ら
で
す
。
…
…
」
と

い
う
小
文
が
載

っ
て
い
ま
す
。
遅
配

・
欠
配
を
、
無
着
成
恭
や
国
分

一
太
郎
ら
の
生
活
綴
り
方
の
気
運
が
再
興
さ
れ
る
世
相

と
か
ら
め
て
記
述
し
た
の
で
す
。

・
第
十
八
回
甲
子
展

(浄
願
寺
)
昭
和

一
一十
六
年
五
月
二
十
四
日
九
～
十
七
時

・
第
十
九
回
甲
子
展

(浄
願
寺
)
昭
和

二
十
七
年
五
月
十
八
日
九
～
十
七
時

・
第

二
十
回
甲
子
展

(浄
願
寺
)
昭
和

一
一十
八
年
五
月
十
八
日
九
～
十
七
時

・
第

一
一十

一
回
甲
子
展

(浄
願
寺
)
昭
和

一
一十
九
年
五
月
八
日
九
～
十
七
時

こ
れ
が
最
後
の
甲
子
展
で
あ
り
、
事
実
上
雅
楽
多
宗
の
活
動
の
終
焉
で
す
。

(三
)

宗
員
個
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
記
念
展
覧
会

・
寅
年
に
因
む

「寅
ま
つ
り
」
(大
阪
松
坂
屋
四
階
催
場
)
昭
和

二
十
五
年

一
月
四
～
十
六
日

(～
十
九
日
ま
で
日
延
べ
、

十
三
日
休
み
)
九
時
半
～
十
七
時

長
尾
善

三

(狂
虎
洞
)
の
虎
に
関
わ
る

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
覧
会
を
、
雅
楽
多
宗
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
行

な

い
ま
し
た
。
期
間
中
に
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
選
手
サ
イ
ン
会
や
寅
年
の
名
士
を
招
待
し
た
茶
会
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

と
ら

さ
だ
ん
か
い

一
月
八
日
に
は
松
坂
屋
六
階
ホ
ー
ル
で
、
長
尾
を
囲
む

「虎
の
巻
展
会
」
が
開
か
れ
、
そ
の
会
の
終
り
に
配
ら
れ
た
葉
書
大
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の
礼
状
に
は

「
ど
ら
や
き

御
善
菓
子

本
家
と
ら
や
」
の
洒
落
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
茶
菓
子
や
土
産
と
し
て
当
日

「ど
ら
や
き
」
が
配
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
新
関
西
新
聞
社
が
主
催
し
、
大
阪
市
が
後
援
と
あ
り
ま
す
。
浅
田
が
奔
走
し
た

の
で
し
ょ
う
。
前
年
、
松
坂
屋
で
催
さ
れ
た
出
開
帳
の
余
韻
が
続

い
た
の
で
す
。

さ
ら
に
後
日
談
と
し
て
、

一
月
二
十
九
日
に
浄
願
寺
で

「寅
ま

つ
り
成
功
祝
賀
新
年
会

『ト
ラ
』
に
な
り
た
い
会
」
が
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
一、
交

歓

(親
睦

・
座
談
)
会

本
来
の
住
職
総
会
に
当
た
り
ま
す
。
昭
和
二
十

一

(
一
九
四
六
)
年

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
浅
田
柳

一

『記
録

西
宮
雅

楽
多
宗

昭
和
五
年
五
月
五
日
』
(西
宮
市
立
郷
土
資
料
館
)
に
記
載
が
あ
り
ま
し
た

(追
記

(
3
)
参
照
)
。
昭
和
二
十
二

～

二
十
九
年
に
催
し
の
案
内
葉
書

の
タ
イ
ト
ル
は
、
次
の
通
り
で
す
。
宗
員
が
浄
願
寺
に
集
ま

っ
て
、
日
頃
思
う
と
こ
ろ

を
談
義
し
あ

っ
た
の
で
す
。
案
内
葉
書
の
文
面
は
、
当
時
の
世
相
を
物
語
る
史
料
と
し
て
最
も
お
も
し
ろ
い
の
で
、
ほ
ん

の

一
部
が

『
西
宮
現
代
史

第
三
巻

社
会

・
教
育

・
経
済
資
料
編
』
(西
宮
市
、
二
〇
〇
四
年
)
と

『西
宮
現
代
史

第

一

巻
H
』
(
西
宮
市
、
二
〇
〇
七
年
)
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

一
部
だ
ぶ
り
ま
す
が
、
特

に
興
味
深
い
も
の
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
戦
後

の
混
乱
が
ま
だ
顕
著
で
あ

っ
た
昭
和
二
十
二
、
二
十
三
年
の
も
の
が
、
史
料

と
し
て
読
み
応
え
が
あ
り
ま
す
。
洒
落

っ
気
と
批
判
精
神
は
、

こ
れ
ら
の
文
章
や
図
版
を
作
成
し
た
浅
田
柳

一
の
問
題
意

識
を
自
己
表
現
し
た
も
の
で
す
が
、
雅
楽
多
宗
員
を
は
じ
め
当
時

の
庶
民
の
思
い
を
代
弁
し
た
ゆ
え
、

こ
れ
ら
を
目
に
し
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た
も
の
は
溜
飲
を
下
げ
、
共
感
し
た
の
で
す
。

浅
田
は
雅
楽
多
宗

の
例
会
案
内
葉
書
以
外
に
も
、
個
人

的
な
思

い
を
綴

っ
た
葉
書
や
年
賀
状
な
ど
も
宗
員
や
知
人

に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
鋭

い

時
代
感
覚
と
遊
び

心
、
し
か
も
身
内
に
浅
田
印
刷
所
が

あ

っ
た
た
め
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
凝
り
に
凝

っ
た
葉
書
資

料
が
、
後
世
に
残

っ
た
の
で
す
。

以
下
の
年
度
別
に
時
系
列
で
列
記
し
、
興
味
深

い
事
例

を
幾

つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
日
付
け
は
例
会
開
催
日
で
、

そ
の
あ
と
に
開
催
場
所
を
記
し
ま
し
た
。
な
お
便
宜
上
、

A
は
浄
願
寺
、
B
は
西
宮
池
田
町

・
松
原
町
会
事
務
所
で

す
。①

昭
和

二
十

一
一年

猪
な
べ
を
囲
む
会

(
一
月
二
十
二
日
A
)
(写
真
6
)、
世

直
し
座
談
会

(
二
月
十
六
日
B
)
・
く
ら
や
み
会
談

(三
月

十
六
日
B
)
(写
真
7
・8
)
、
清
談
演
舌
会

(四
月
六
日
B
)
、

納
涼

「お
好
み
演
芸
会
」
(七
月
六
日

下
太
市

・
八
幡
神

奪

、
山 べ 穏 宗 多 藁 雅 宮 西

り八町イ・,1,實四

(写真7)

くらやみ会談①

一136一



社
)、
相
棒
を
語
る
会

(
八
月
三
日

明
石
市
公
会
堂
別

館
)
、
清
貧
を
語
る
会

(九
月
七
日
A
)
(写
真
9
・写
真
10
)
、

闇
の
市

(趣
味
の
交
歓
会

十
一
一月
七
日
A
)

「
猪
な
べ
を
囲
む
会
」
が
、
笹
部
の
手
元
に
残
さ
れ
た
最

初

の
案
内
状
で
す
。
昭
和

二
十

一

(
一
九
四
六
)
年

の
も

の
は
笹
部

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
で
も
私

は
未
見
で
す
。

「世
直
し
座
談
会
」
に
は
、
「新
日
本
再
建
の
大
事
業
が
画

餅
に
帰
せ
ぬ
よ
う
、
暗

い
世
の
中
を
明
る
く
暮
ら
し
て
行

け
る
よ
う
。
」
と
の
願
い
と
意
気
込
み
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
く
ら
や
み
座
談
会
」
の
案
内
状
は
二
枚
重
ね
に
な

っ
て

お
り
、
電
気
が
点
か
な
い
電
球
が
描
か
れ
た

一
枚
目
を
め

く
る
と
、
蝋
燭
の
灯
火
が
明
る
い
図
柄
の
二
枚
目
が
現
れ

ま
す
。
そ
し
て
次

の
よ
う
な
文
章
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
い
わ
ゆ
る
三
月
危
機
に
直
面
し
て
、
先
づ
最
初
の
試
練
は

電
力
キ
キ
ン
!
水
と
石
炭
が
不
足
し
て
、
水
力
は
麻
痺
す

る
火
力
は
停
る
。
連

日
連
夜
の
停
電
で
、
電
車
も
工
場
も

ト ●

」

r

,

(写真8)
くらやみ会談②

(写真9)

清貧之書①
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半
身
不
随
。
街
も
家
庭
も
文
字
通
り
の
闇
生
活
が
続
く
み
つ

ほ
の
国
に
米
が
な
く
、
日
出
づ
る
国
に
ヤ
ミ
が

の
さ
ば
る
敗

戦
の
現
実
は
吾
等
の
生
活
に
も
痛
々
し
い
。
」

「
相
棒
を
語
る
会
」
の
案
内
状
に
は
、
「
蒙
御
免

(
東
)
横

綱

鰻
上
り
の
物
価

大
関

ヤ
ミ
成
金

関
脇

集
団
買
出
し

小

結

正
直
者
の
損

前
頭

電
力
飢
饅

産
業
不
振

パ
ン
パ
ン
ガ
ー

ル

栄
養
失
調

(西
)
横
綱

地
に
落
た
道
義

大
関

隠
退
蔵
物

資

関
脇

・王
食

の
欠
配

小
結

悪
徳
官
吏

前
頭

交
通
地
獄

失

業
増
大

兇
悪
犯
罪

タ
ケ
ノ

コ
生
活
」
な
ど
、
世
相
を
活
写
す

る
用
語
が
番
付
表
に
並
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
二
枚
を
重
ね
て
書
物
風
に
し
た

「清
貧
の
書
」
に

は
、
「極
貧
の
中
に
風
流
あ
り
」
と
し
て
、
痩
せ
我
慢
で
す
。

②
昭
和

一
一十
三
年

あ
ん
チ
ュ
　
ひ
や
く

か
ん
し
ん

「
闇

鼠

飛

躍

」
年

始

の

会

(
一
月

五
日

A

)
(写

真

11
)
、

「寒

震
」

し
ま
せ
ん
か
い

我
慢
会

(
一
一月
八
日
A
)
(写
真
12
)、
「文
明
の
と
も
し
灯
」
を

囲

む
会

(三
月
七
日
A
)
、
惜
春
の
集
ひ

(四
月
十

一
日

川

西
市

・
西
田
桃
花
邸
)、
七
夕
に
因
む
歌
合
せ
雅
会

〔清
涼
漫

(写真10)

清貧之書②

(写真11)

饅我新年
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談

・
楽
焼
窯
参
観
〕
(七
月
四
日

明
石
市
月
照
寺

・
小
倉
千

尋
楽

焼
窯
)、
素
人
の
ど
自
慢

(八
月

一
日
A
)
、
こ
れ
じ

や

た
ば
こ

す
え
ん
か
い

煙
草

も
素
煙
会

(九
月
五
日
A
)
・
第
九
回
雅
宝
展
準
備
相
談

(十

月
三
日
A
)、
槍
ク
リ
ス
マ
ス
会

《
遣
り
繰
り
済
ま
す
会
》

(十

一
一月
五
日
A
)

「闇
鼠

飛

躍

年
始

の
会
」
は

「饅
我
新
年
」
で
、
「
こ
れ
だ

け

の
配

給

で
、
正
月

三
ヶ
日
を
越

し

て
呉

れ
と
は
、
チ

ト
無

理
や
お

ま

へ
ん
か
、
お

酒
も
お
餅

も

ロ
ク

に
な
し
、
着
物

も

な

い
し

家
も
な

し
、
闇

の
品
買

ほ
う
に
も
金

は
な
し
、

の

へ
る
正

月
、

…
…
」
、
ぼ

や
き
と
憤

り
が
綴

ら
れ
て

い
ま
す
。

「勉
強

し
ま
せ
う
会
」
に
は
、

お
ま
け
に
燃
料
は
な

い
し
電
気
は
点
か
ん
し
、

(写真12)

「寒震」我漫会

 

ー

-

L

寒

ふ

て
暗
う

て
腹

「
敗
戦
文
学
の
辞
典

俸
給

持
ち
物
を
売

っ
て
も
足
り
な
い
生
活
費
の
補
助
と
し
て
、
勤
め

先
か
ら
出
す
金

メ
チ
ル

永
久
に
酔

い
ッ
放
し
に
し
て
呉
れ
る
稀
代
の
銘
酒

自
由
主
義

勝
手
放
題
の
こ
と
…
学
生

ア
イ
ス

キ
ャ
ン
デ
ー
の
行
商
人
…
文
化

間
に
あ
わ
せ
の
事

文
化
蝋
燭
、
文
化
タ
キ
ツ
ケ
、
文
化
住
宅
、
文
化
生
活
の
類
…
敗
戦
当

時
の
文
献
を
読
む
子
孫
の
た
め
に
…
」
と
、
浅
田
の
面
目
躍
如
の
感
が
あ
り
ま
す
。

③
昭
和

二
十
四
年

牛
な
べ
を
囲
モ
ー
会

(
一
月
十
五
日
A
)
、
臨
時
住
職
総
会

(
一
月
二
十
三
日
A
)、
老
曲
大
会

(三
月
六
日
A
)、
雅
楽
多
座

「弥

生
興
行
」
(四
月
十
日

神
戸
市
灘
区
・
中
川
京
一
一邸
)、
納
涼
交
歓
会

(八
月
一
一十

一
日
A
)、
こ
ん
な
女
に
誰
が
し
た
会

(十

一
月
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え

び

す

こ

う

六
日
A
)
、
A
B
⊂
講

(十
一
一月
四
日
A
)

昭
和
二
十
四

(
一
九
四
九
)
年
に
な
る
と
少
し
は
世
の
中
が
落
ち
着
い
て
き
て
、
正
月
に
は
牛
な
べ
を
囲
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
二
月
に
大
阪
松
坂
屋
で
出
開
帳

「第
十
回
宝
物
展
覧
会
」
が
開
か
れ
ま
す
。

「
こ
ん
な
女
に
誰
が
し
た
会
」
で
は

「
パ
ン
パ
ン
渡
世
を
笑
ふ
勿
れ
」
と
題
し
て
、
浅
田
は
パ
ン
パ
ン
の
思
い
を
代
弁
し
て

い
ま
す
。
「自
分
の
力
で
こ
の
乱
れ
き

っ
た
世
の
中
を
生
き
抜
い
て
行
く
こ
と
が
立
派
だ
と
私
は
思
ふ
の
。
…

『身
を
売

っ

て
も
食

へ
な

い
世

の
中
』
を
ま
つ
何
と
か
し
て
呉
な
い
も
の
だ
ら
う
か
。
」
昭
和
二
十
二

(
一
九
四
七
)
年
に
菊
池
章
子
が

歌

っ
た

「星
の
流
れ
に
」
(テ
イ
チ
ク
)
と
い
う
曲
が
ヒ
ッ
ト
し
、
清
水
み
の
る
作
詞
の

「
こ
ん
な
女
に
誰
が
し
た
」
が
流
行

語
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
二
十
四
年
に
山
本
薩
夫
監
督
に
よ
り
映
画
化
さ
れ
ま
し
た
。

「
A
B
C
講
」
は
西
宮
戎
を
振

っ
た
も
の
で
、
「
ひ
ど

い
金
詰
り
と
首
切
り
旋
風
、
ボ
ー
ナ
ス
ど

こ
ろ
か
給
料
遅
配
で
、
配

給
も
の
買
ふ
金
も
な

い
、
セ
ッ
パ
詰

っ
た
フ
ト
コ
ロ
具
合
。
全
く
浮
ぶ
瀬

の
な
い
年
の
瀬
で
あ
る
。
」
ま
だ
ま
だ
生
活
は
苦

し
い
。

④
昭
和

二
十
五
年

観
月
御
宴

(九
月
四
日

明
石
市

・
朝
顔
光
明
寺
)、
「吾
が
蒐
集
に
悔
い
な
し
」
(三
月
五
日

阪
口
砂
山
邸
)、
変
り
種
風
流
人
楽

焼
大
会

(九
月
十
七
日

芦
屋
市
・打
出
焼
窯
元
)
、
忘
厄
会

(十
二
月
三
日
A
)

「
吾
が
蒐
集
に
悔
い
な
し
」
は
、
戦
前

の
滝
川
事
件
と
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
モ
デ
ル
に
し
た
黒
澤
明
監
督
の
映
画

「わ
が
青
春

に
悔
な
し
」
を
振

っ
た
も
の
で
す
。
昭
和
二
十
五
年
に
つ
く
ら
れ
ヒ
ッ
ト
し
、
こ
の
言
葉
も
流
行
語
に
な
り
ま
し
た
。

⑤
昭
和

二
十
六
年
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う

は

ら

し

憂
ざ
議
散
の
会

(兎
年

一
月
七
日
A
)、
忘
厄
会

(二
月
四
日
A
)、
ざ
く
ら
祭
園
遊
会

(
エ
イ
プ
リ
ーー
フ
ー
ル
の
出
ま
か
せ

四
月

一
日
A
)
、
怪
談
の
夕

へ

(六
月
十
六
日
A
)、
廃
物
利
用
研
究
会

(九
月
十
六
日
A
)
、
土
ひ
ね
り
の
会

(十
月
二
十
八
日

打
出

焼
窯

元
)
、
秋
の

「迷
作
陶
芸
展
」
(十

一
月
十
八
日
)、
本
年
名
残
り
の
交
歓
会

(十
一
一月
二
日
A
)

あ
し

「憂
さ
議
散
の
会
」
の
案
内
状
は
年
賀
状
を
兼
ね
て
、
「金
餓
辛
年
」
と
あ
り
、
「年
の
始
め
の
嘆
き
と
て

お
銭
な
き
世
の

せ
ち
辛
さ

松
竹
ど

こ
ろ
か
寝
正
月

た
め
息

つ
く

こ
そ
さ
も
し
け
し
れ
」
(以
下
四
番
ま
で
あ
り
)
と
ぼ
や
く
の
で
す
。

「
さ
く
ら
祭
園
遊
会
」
は
浄
願
寺
に
集
合
し
て
甲
陽
園
の
料
亭

(
つ
る
や
な
ど
)
に
繰
り
出
し
、
芸
者
を
あ
げ

て
た
だ
で

飲
み
食

い
で
き
る
と
い
う
趣
向
で
し
た
が
、
四
月
馬
鹿
の
嘘
で
し
た
。
浄
願
寺
で
茶
話
会
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。

⑥
昭
和

二
十
七
年

か

る

た

「賀
流
他
会
」
(
一
月
二
十
七
日
A
)
、
「無
茶
苦
茶
会
」
(六
月

一
日

西
宮
市

・
海
清
寺
)
(写
真
13
)
、
戯
会
笑
集

(十
月
二
十
六
日

A
)
、
交
換
会

(十
二
月
七
日
A
)

当
時
、
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
の
研
究
員
で
あ

っ
た
寺

岡
武
彦
氏
か
ら
、
笹
部
新
太
郎
が
変
な
お
茶
会
に
出
席
し

て
い
る
ん
で
す
と
言

っ
て
、
笹
部

の
所
蔵
し
て
い
た

一
枚

の
写
真

(
写
真
14
)
を
見
せ
て
も
ら

っ
た

こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
「
無
茶
苦
茶
会
」
は
雅
楽
多
宗

の
例
会
で
あ

っ
た
の

で
す
。
笹
部
は
後
列
右
端
、
雅
楽
多
宗
執
事

の
浅
田
は
前

列
右
端
で
、
大
き
な
茶
碗
と
茶
第
を
持

っ
て
い
ま
す
。
笹
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部
と
浅
田
の
交
流
を
物
語
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
そ
の
他
判

明
し
て
い
る
人
物
名
を
記
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
前
列
左
か

ら
小
松
原
翠
邨
、
四
人
目
が
多
喜
幸

三
郎
、
五
人
目
が
永

井
清
司
、
七
人
目
が
葛
山
磐
次
。
二
列
目
左
か
ら
二
人
目
が

上
田
鹿
園
、
三
人
目
が
丸
山
松
蔵
、
五
人
目
が
阪

口
砂
山
。

三
列
目
左
端
が
長
尾
善
三
、
三
人
目
が
音
馬
福
蔵
、
五
人
目

が
難
波
正
覚
、
六
人
目
が
勝
部
正
造
で
す
。
笹
部
の
ポ
ケ

ッ

ト
日
記
に
は

「朝
日
麦
酒
西
宮
工
場
」
「西
宮
海
清
寺

西

宮
雅
楽
多
宗
無
茶
苦
茶
会
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ビ
ー

ル
を
飲
ん
だ
あ
と
の
無
茶
苦
茶
会
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
奈

良
の
西
大
寺
の
大
茶
盛
を
真
似
た
の
で
し
ょ
う
。

⑦
昭
和

二
十
八
年

秋
を
語
る
座
談
会

(十

一
月
八
日
A
)

⑧
昭
和

二
十
九
年

馬
肉
祭

(
一
月
十
七
日
A
)、
住
職
総
会

(
一
一月
七
日

A
)

住
職
総
会
の
交
歓
会
は
し
だ

い
に
開
か
れ
な
く
な
り
、
昭

噸■■

1レ、騨かメ 伊 卿

ヅ`

♂

 

奪
野

r

。い

ーー

1齢
ー

ー

^
i

洗

韮

(写真14)
無茶苦茶会記念写真

一142一



和
二
十
九
年
で
幕
を
閉
じ
ま
す
。

三
、
社
会
見
学

世
の
中
の
落
ち
着
き
と
生
活
の
ゆ
と
り
が
出
て
く
る
と
、
雅
楽
多
宗
の
戦
後
の
例
会
に
、
社
会
見
学
や

ハ
イ
キ
ン
グ
が

増
え
て
き
ま
す
。
両
者
は
必
ず
し
も
厳
密
に
分
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
以
下
、
時
系
列
で
記
し
ま
す
。

①
昭
和

二
十
三
年

水
産
博
覧
会

(五
月
九
日

明
石
市
)、
だ
る
ま
堂

(六
月
六
日

京
都
市
・木
戸
孝
允
旧
邸
)

だ
る
ま
堂
見
学
案
内
状

(写
真
15
)
に
は
、
「イ
ン
フ
レ
旋
風
ま
す
ま
す
吹
き
つ
の
っ
て
、
天
井
知
ら
ず
に
物
価
が
上
る
。

上
ら
ん
も
の
は
日
本
の
飛
行
機
と
月
給
ば
か
り
、
下
が

っ

て
ゆ
く
の
は
吾
等

の
生
活
…
…
台
所

の
悲
鳴
が
巷
に
充
満

す
る
。
タ

コ
は
喰
ふ
も
の
が
無
け
れ
ば
自
分

の
手
足
を
喰

献

ふ
と
い
ふ
。
タ
ケ
ノ
コ
の
皮
を
む
き
尽
し
た
後
が
、
タ

コ

陶
礁

生
活

の
ド
ン
詰
り
に
追
ひ
込
ま
れ
た
。
手
も
足
も
出
な
く

顎
鯵

く
ま

な
れ
ば
ダ
ル

マ
で
あ
る
。
而
し
、
ダ
ル
マ
は
転
迷
開
悟
の

るだ

哲
学
を
知

つ
て
ゐ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
だ
る

ま
堂

の
前

で
の
記
念
集
合
写
真

(
写
真
16
)
を
持

っ
て
い
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ク

ま
す
。
人
人
が
三
十

一
人
、
子
供
が
四
人
写

っ
て
い
ま
す
。
前
列
左
か
ら
永

井
清
司
、
音
馬
福
蔵

・
□

・
□

・
中
川
元
三
郎

(黙
音
)
・
勝
部
正
造
。
二
列
目

左
か
ら

二
人
目
が
多
喜
幸
三
郎
。
三
列
目
右
端
が
浅

田
柳

一
、
四
人
目
が
高

山
岩

三
郎
。
四
列
目
左
か
ら
二
人
目
が
葛
山
磐
次
。
最
後
列

の
右
に
首
だ
け

写
っ
て
い
る
の
が
長
尾
善
三
で
す
。

②
昭
和

二
十
四
年

椿
の
本
陣

(五
月
十
五
日

茨
木
市
)

③
昭
和

二
十
五
年

毎
日
新
聞
本
社

(
一
一月
十
九
日
)、
姫
路
城

(四
月
九
日
)
、
大
阪
中
央
放
送
局

(五
月
七
日
)
、
東
洋
民
俗
博
物
館

(八
月
二
十
日

奈
良
市
)
、
「雅
楽
多
観
光

団
」
(貸
し
切
り
バ
ス
で
大
阪
観
光

十
月

一
日
)

「
雅
楽
多
観
光
団
」
は
当
日
十
二
時
半
に
大
阪
駅
東
端

の
地
下
の
バ
ス
待
合

室
に
集
合
し
、
大
阪
観
光
バ
ス
に
乗

っ
て
人
阪
市
内
を
半
日
遊
覧
し
ま
し
た
。

笹
部
新
太
郎
も
参
加
し
、

出
し
た
出
欠
返
事

の
葉
書
を
後

で
返
し
て
も
ら
い
、
合
せ
て
保
存
し
て
い
ま
す
。

の
整
理
保
存
ぶ
り
で
す
。
大
阪
城
で
は
桜
の
話
を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

④
昭
和

二
十
六
年

1坐.演 童彦

鷺:～隔
'9

気 ヅ 藁{亀 亀 一
欄■1隔

h盛 一7二

(写真16)

だるま堂参観記念写真

,
▼

,鐸
.争
ひ

、
㌧

・
一
`

人
阪
城
天
守
閣
の
入
場
券
を
案
内
状
と
と
も
に
保
存
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
勝
部
正
造
宛
て
に

ま
め
な
蒐
集
癖
の
あ
る
笹
部
な
ら
で
は
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日
本
盛
酒
蔵

(二
月
二
十
⊥ハ
日

西
宮
市
)、
綱
か
け
祭
参
観

(二
月
十
五
日

奈
良
県
磯
城
郡
)
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
西
宮
工
場

(七
月

十
六
日

西
宮
市
)、
神
戸
海
洋
気
象
台
見
学
と
神
戸
港
巡
り

(八
月
五
日
)
、
新
日
本
放
送

(現
在
の
毎
日
放
送
、
十

一
月
十

一
日
)

⑤

昭
和

二
十

七
年

飛
鳥
お
ん
だ
祭
参
観

(二
月
六
日
)、
田
縣
祭
参
観

(三
月
十
六
日

愛
知
県
大
縣
神
社

・
田
縣
神
社
)、
生
駒
山
天
文
博
物
館

(九

月
六

日
)

⑥

昭
和

二
十

八
年

正
倉
院
展
と
奈
良
東
部
民
俗
資
料
探
訪

(十

一
月

一
日
)

昭
和

二
十
七
、
二
十
八
年

の
参
観
、
探
訪

は
雅
楽

多
宗

の
例
会
と

い
う

よ
り
、
浅

田

の
個
人
的
趣
味
に
よ

る

同
行
呼
び
掛

け
行
事

に
な

っ
て

い
ま
す
。
形
式
的

に
も
雅
楽
多
宗

を
続

け
た

い
と

い
う
気
持

ち

の
現
れ
で
す
。
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四
、
ハ
イ
キ
ン
グ

①
昭
和

二
十

一
一年

ハ
イ
キ

ン
ク

六

甲
膝
栗
毛

(六
月

一
日
)、
食
糧
苦
篇

「暗
夜
行
路
」
(十
月
五
日

池
田
市
室
町
会
館
)
、
紅
葉
狩

(十

一
月
十
六

日

箕
面
市

・

西
江
寺
)

「六

甲
膝
栗
毛
」
に
は
、

「今
年
も
ま
た
、
お
米

の
配
給
が
乱

れ
て
来
ま

し
た
。
遅
配
欠
配

の
危
機
が

目
前

に
迫

っ
て
居
り

ま
す
。

『明

日
の
活
力
』
の
た
め
、
山

の
オ
ゾ

ン
を
胸

一
パ
イ
配
給

い
た
し
ま
す
。
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。



食
糧
苦
篇

「暗
夜
行
路
」
(写
真

17
)
は
昼
食
持
参
、
さ

ら
に
実
費

で
芋
の
試
食
会
を
し
て
い
ま
す
。
案
内
状
に
描

か
れ
た
切
符
の
図
柄
に
は
、
「食
糧
難
に
よ
り
買
出
ゆ
き

監
視
線
経
由

途
中
下
車
厄
回
」
と
書
か
れ
、
本
文
に
は

「
イ
モ
の
イ
の
字
は
イ
ノ
チ
の
イ
の
字
」
の
替
え
歌
も
載

っ

て
い
ま
す
。

②
昭
和

二
十
三
年

田
舎
道
ハ
イ
会

(十

一
月
七
日

西
宮
市
・
広
田
神
社
な
ど
)

③
昭
和

二
十
四
年

深
緑
に
憩
ふ

「野
遊
会
」
(六
月
五
日

武
庫
川
河
畔
)
、
野
道
を
行
こ
う
会

(十
月
二
日

芦
屋
市
・
高
座
の
滝
)

「
野
道
を
行

こ
う
会
」
の
案
内
状
に
は
、
浅
田
創
作
の
替
え
歌
二
種
が
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
Σ
は
ど
こ
の
細
道
じ
ゃ

こ
、
は
ど

こ
の
抜
け
道
じ
ゃ

ヤ
ミ
買
出
し
の
抜
け
道
じ
ゃ

こ
の
ご
ろ
租
税
の
値
上
が
り
に

お
米
を
売

っ
て
払
い
ま
す

い

恐
い
な
が
ら
も

通
り
ゃ
ん
せ

通
リ
や
ん
せ

(写真17)

食糧苦篇 『暗夜行 路』

 

ど
う
ぞ
通
し
て
下
し
ゃ
ん
せ

荷
物
の
多
い
者

通
し
ゃ
せ
ぬ

通
り
ゃ
ん
せ

通
り
ゃ
ん
せ

行
き
は
よ
い
よ

い

取
締
り
恐
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あ
の
町

こ
の
町

あ
の
人

こ
の
人

泣
き
暮
れ
る

泣
き
暮
れ
る

今
と
る
月
給
じ
ゃ

足
り
せ
ん

足
り
せ
ん

何
で
も

だ
ん
だ
ん

高

く
な
る

高
く
な
る

今
と
る
月
給
じ
ゃ

買
え
や
せ
ん

買
え
や
せ
ん

毎
月

赤
字
の

足
が
出
る

足
が
出
る

今
と

る
月
給
じ
ゃ

喰
え
や
せ
ん

喰
え
や
せ
ん

④
昭
和

二
十
六
年

ほ
と
と
ぎ
す
を
聴
こ
う
会

(六
月
九
日

奈
良
県
生
駒
郡
・
王
龍
寺
)

⑤
昭
和

二
十
七
年

「お
め
こ
桜
」
探
訪

(七
月
六
日

和
歌
山
市
・観
音
寺
)
、
紅
葉
を
訪
ね
て

(十

一
月
十
六
日

神
戸
市
須
磨
区
・禅
昌
寺
)

観
音
寺
の

「
お
め
こ
桜
」
は
熟
し
た
果
実
が
女
陰
の
形
に
似
て
い
る
の
で
、

こ
の
よ
う
に
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
落
蓄
が

傾
け
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
笹
部
の
ポ
ケ
ッ
ト
日
記
に
は

「紀
州
観
音
寺
↓
和
歌
山
城

西
宮
ガ
ラ
ク
タ
宗
見
学
」
と
あ

り
ま
す
。

五
、
講
演
会

・
文
化
人
懇
談
会

①
昭
和

二
十

一
一年

白
河
渥
氏
を
囲
む
会

(六
月
二
十
一
一日

芦
屋
市
・
阪
口
砂
山
邸
)

②
昭
和

二
十
三
年
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「そ
ん
な
に
見
た
い
会
」
(洋
画
家
五
人
、
二
月
二
日

阪
口
砂
山
邸
)

③
昭
和

二
十
四
年

七
夕
に
因
む

「
天
の
川
遊
覧
」
(高
城
武
夫
講
演

七
月
三
日

大
阪
市
・
電
気
科
学
館
)

④
昭
和

二
十
五
年

笹
部
新
太
郎

「植
物
閑
話
」
(六
月

一
八
日

宝
塚
植
物
園
内
宝
集
茶
席
)

笹
部
は
桜
以
外

の
植
物
に
つ
い
て
も
深

い
学
識
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。
案
内
状
は
笹
部
を

「
辛
辣
な
皮
肉
と
洗
練
さ
れ

た
話
術
」
の
持
ち
主
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

⑤
昭
和

二
十
七
年

阿
部
直
吉

「『大
阪
す
し
』
を
語
る
」
(三
月
二
十
三
日

西
宮
市
民
会
館
)、
牧
村
史
陽

「『心
中
天
の
網
島
』
の
道
を
歩
く
」
(四
月

二
十
七
日

大
長
寺
)、
魚
澄
惣
五
郎

(古
銭
大
展
覧
会

五
月
十

一
日

大
阪
市
北
区
・
豊
国
神
社
社
務
所
)
、
牧
野
島
吉

「野
鳥

の
生
態
」
(八
月
三
日

西
宮
市
・
甲
山
神
呪
寺
)

⑥
昭
和

二
十
八
年

神
崎
遺
跡
め
ぐ
り

(広
済
寺
で
四
人
の
講
話

四
月
二
十
六
日
)
【主
催
】
西
宮
雅
楽
多
宗
・大
阪
こ
と
ば
の
会
・
近
松
研
究
会

雅
楽
多
宗
の
活
動
が
終
焉
に
近
づ
い
て
く
る
と
、
他
団
体
と
の
共
催
や
、
他
団
体
の
行
事
に
便
乗
参
加
が
目
立

っ
て
き

ま
す
。
独
自
の
企
画
を
立
て
る
の
が
し
ん
ど
く
な

っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
趣
味

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が

っ
た
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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六
、
ラ
ジ
オ
出
演

①
昭
和

二
十
七
年

新
日
本
放
送

「大
阪
ア
ラ
ベ
ス
ク

西
宮
雅
楽
多
宗
構
成

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
十
題
」
(八
月
)

こ
れ
は
電
波
に
よ
る
出
開
帳
で
す
。
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
後
四
時
十
五
分
か
ら
十
五
分
間
、
十
人
の
宗
員
が

出
演
。
浅
田
柳

一
が
聞
き
手
と
し
て
毎
回
登
場
。
た
だ
し
他
団
体
の
趣
味
人
も
交
替
に
入
れ
混
ぜ

て
放
送
さ
れ
た
の
で
、

全
員
が
出
演
す
る
の
に

一
ヵ
月
は
か
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
十
題
」
は
次
の
通
り
で
す
。

キ
セ
ル
の
話

(多
喜
幸
三
郎
)、
お
多
福
の
話

(小
松
原
翠
邨
)
、
張
古
玩
具
の
話

(丸
山
松
蔵
)
、
鼠
の
話

(藤
井
千
鼠
庵
)
、

手
拭
の
話

(永
井
清
司
)、
宝
船
の
話

(葛
山
磐
次
)、
た
ば
こ
の
話

(得
永
幸
作
)
、
土
鈴
の
話

(阪
口
淳
)
、
大
黒
天
の
話

(宮

川
説
郎
)
、
風
呂
札
の
話

(宮
本
圓
心
)
。
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七
、
法
事
と
慶
事

①

昭
和

二
十

三
年

近
松
門
左
衛
門

二
百
二
十
五
年
祭

(十

一
月
一
一十

一
日

尼
崎
市

・広
済
寺
)

【主
催
】
西
宮
雅
楽
多
宗

・大
阪
こ
と
ば
の
会

・近
松
研
究
会



②
昭
和

二
十
五
年

物
故
宗
員
彼
岸
大
法
要
修
行

(三
月
十
九
日
A
)、
西
宮
雅
楽
多
宗
開
創
二
十
周
年
記
念
祝
賀
会

(五
月
五
日
A
)、
高
山
岩
三
郎
生

前
葬
と
松
井
蛙
聲
葬
別
会

(十

一
月
十
九
日
A
)

「物
故
宗
員
彼
岸
大
法
要
修
行
」
で
は
、
物
故
宗
員
と
し
て
十
三
人
の
氏
名
が
列
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
部
分
が
雅
楽
多

宗
結
成
時
の
宗
員
で
し
ょ
う
。

「
西
宮
雅
楽
多
宗
開
創
二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
」
は
五
月
五
日
午
後
五
時
五
十
五
分
に
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
案
内
状
に
、

時
刻
に
つ
い
て
は

「サ

ン
マ
ー
タ
イ
ム
に
あ
ら
ず
」
と
注
意
書
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
十
五
歳
の
高
山
岩
三
郎
が
最
長
老
と

あ
り
ま
す
。

高
山
岩
三
郎
は
尼
崎
市
西
字
中
惣
新
田
二
四
九
ノ
三
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
九
月
三
日
の
ジ

ェ
ー

ン
台
風
に
よ
る

高
潮
で
家
財
も
蒐
集
品
も
水
浸
し
に
あ

い
ま
し
た
。
蒐
集

は

一
代
限
り
の
楽
し
み
と
悟
り
、
死
期
の
近
づ
く
を
知

っ

て
、
生
前
葬
を
企
画
し
ま
し
た
。
雅
楽
多
宗

の
宗
員
は
、

十

一
月

一
日
に
脳
溢
血
で
亡
く
な

っ
た
松
井
蛙
聲
の
追
悼

も
あ
わ
せ
て

「葬
列
会
」
を
行
な

い
ま
し
た
。
私
が
所
蔵
し

て
い
る
浄
願
寺
で
直
会
の
折
り
詰
め
を
食
べ
て
い
る
記
念

写
真

(
写
真
18
)
は
、
こ
の
時
の
も
の
と
思
い
ま
す
。
「無

茶
苦
茶
会
」
の
時
と
同
じ
捺
姿
で
立

っ
て
い
る
の
が
浅
田
柳

一150一



一
、
正
面
奥
に
主
賓
と
し
て
座

っ
て
い
る
の
が
高
山
岩
三
郎
で

す
。
右
列
手
前
か
ら
三
人
目
が
中
川
元
三
郎
、
八
人
目
が
藤
井

千
鼠
庵
で
す
。

③
昭
和

二
十
六
年

夕
霧
忌

(
一
月
六
日

大
阪
市
西
区
新
町
九
軒
・吉
田
屋
)

【主
催
】
西
宮
雅
楽
多
宗
総
本
山
・大
阪
こ
と
ば
の
会

西
宮
雅
楽
多
宗
三
十
三
所
納
経
実
印
完
成
押
捺
会

(五
月
一
一十
日
A
)

大
阪
市
民
文
化
賞

・
な
に
わ
賞
受
賞
諸
先
生
祝
賀
会
茶
話
会

(十

一
月
十
七
日
十
四
～
十
七
時

四
天
王
寺
本
坊
客
殿
)

【主
催
】
大
阪
藝
文
協
会

・
大
阪
こ
と
ば
の
会

・
近
松
研
究
会

・
西

宮
雅
楽
多
宗

赤
穂
浪
士
を
し
の
ぶ
会

(十
二
月
四
日

吉
祥
寺

・
福
泉
寺

・
長

久
寺
)

【主
催
】
大
阪
こ
と
ば
の
会
・
近
松
研
究
会
・
西
宮
雅
楽
多
宗

「夕
霧
忌
」
は
大
阪
の
趣
味
人

・
文
人
の
定
番
行
事
で
す
。
こ

の
太
夫
は
京
都

・
島
原

に
い
た
の
で
す
が
、
や
が

て
大
坂
の

新

町
廓

の
売

れ

っ
子
に
な

り
ま
す
。
延
宝
六
年

一
月
七

日
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(
一
六
七
八
年

二
月
二
十
七
日
)
に
亡
く
な
り
、
京
都

の
清
涼
寺
や
大
阪
の
浄
国
寺
に
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
歌
舞
伎
の

「夕

霧
名
残
の
月
」
「
夕
霧
七
年
忌
」
、
人
形
浄
瑠
璃
の

「廓
文
章
」
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
大
阪

こ
と
ば

の
会

・

近
松
研
究
会
主
催
の

「夕
霧
忌
」
も
あ
り
、
笹
部
の
も
と
に
は
両
方
か
ら
案
内
状
が
来
て
い
ま
す
。

五
月
五
日
か
ら
十
五
日
後

の
二
十
日
に
、
「西
宮
雅
楽
多
宗
三
十
三
所
納
経
実
印
完
成
押
捺
会
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

笹
部

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
堀
内

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
朱
肉
の
押
捺
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
点

(写
真
19

・
写
真
20
)
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
に
よ

っ
て
こ
の
年
の
時
点
で
の
宗
員
三
十
三
人
が
分
か
り
ま
す

(追
記

(
4
)
参
照
)
。
宗
員
に
と
っ
て

こ
れ
が
活
動
の

一
区
切
り
と
な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

「赤
穂
浪
士
を
し
の
ぶ
会
」
は
討
ち
入
り
か
ら
二
百
五
十
年
を
記
念
し
て
大
阪
の
三
寺
を
廻
り
、
長
久
寺

で

「忠
臣
蔵
九

段
目
」
が
演
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

④
昭
和

二
十
七
年

中
川
黙
音

「葬
行
会
」
(九
月
二
十
八
日

神
戸
市
灘
区
・
祥

龍
寺
)

中
川
元
三
郎

(黙
音
)
は
八
月
二
十
八
日
に
祥
龍
寺
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
享
年
七
十

一
歳
。

⑤
昭
和
三
十
年

喜
こ
ぼ
う
会

(七
月
十
七
日
A
)

⑥
昭
和
三
十

二
年

ム
ロ
の

念

所

翫
.
願

寺

鈴
ま

つ
り

麗

わ
れ
た
舞

　
し
圭

昭
和
三

十

二
年
十

哺
月
十
七
目

(日
》

午
後
一時
よ
り
五
時
ま
で
【晴
雨
不
鋤
図

西
富
市
今
津
呉
羽
町

(阪
衿
・阪
急
今
津
駅
下
車
・東

一丁
)

(会
費
不
要
V

ロね
ぼ
ま
　
ぼ
ま　の

一
畷
醐
懲
錫
懸
獣
艘

釈
鰐
弩
ポ

で
あ
り
、
物
い
わ

の
敏
育
者
で
も
あ
つ
た
の
で
す
。

つ
ぶ
れ
た
お
も
ち
や
な
ど
は
ム
ゲ
に

捨
て
な
い
で
、
愛
情
を
も
つ
て
鈴
塚
へ
納
め
て
や
り
ま

「鈴
塚
」
入
魂
式

導
晦
富

田

栄
妙
師

卿
来
会
の
鮪
は
本
状
愛
付
へ
お
示
し
下
さ
い
。
記
念
品
を
用
躍

い
た
し
て
お
り
ま
す

　ほ
ロ
の
お
　
ね
は
ご
ま

ぽ
い
ま
す
り

鰍
謙

駝

西
宮

雅

楽
多

宗

総
本
山

西
宮
市
本
町
八
〇

巴
毅
五
年
璽

日
に
■
鰯
し
窟
し
鑑
員

西
■
=

の
離
膿
寧
団
体
、
薦
富
■
置
饗
厘
暴

は
、
過
ζ
る
昭
霜
十
五
単
蕊
月
、
轟
璽
月

田
町
の
浄
曝
尋
勘
敦
所
鷹
囚
に
の
罎
至
鱈

紳
し
て
創
立
十
周
年
の
足
跡
を
と
ど
め
富

し
た
・

た
ま
髭
ま
同
蹴
昌唱
所
は
命
次
の
■
冒
罵
に
て

島
有
に
億
し
、
鈴
塚
は
喚
壷
十
会
崩
φ
腐

荒
野
に
放
置
さ
れ
た
ま
蜜
で
し
に
が
,
こ

ん
ど
移
転
の
運
び
と
な
り
、
今
億
員
蟹
曜

の
浄
罎
寺
属
内
へ
こ
の
ほ
ど
蟹
鴛
●
竃
贋

了
い
た
し
ま
し
た
.
そ
こ
で
、
さ
さ
や
わ

な
が
ら
練
露
の
戎
典
を
撒
k

久
や
3
り

に
京
辰
神
の
古
い
趣
味
家
を
掴
い
て
費
●

溺
り
、
劇
歓
の
半
日
、
重
心
に
卿
つ
て
蟹

談
い
た
し
た
く
存
じ
蜜
す
・
ご
用
蟻
5
0

新
で
は
こ
ぎ
い
ま
す
が
、
埜
■
h
'愈
せ
O

上
、
ま
げ
て
ζ
8
剃
下
さ
い
●署
菱

ご
案
内
申
し
上
げ
窪
す
.

繭
謝
胴三
十
二
磁
9†
一賃
四

(写真21)

鈴 まつ り

一152一



鈴
ま

つ
り

(十

一
月
十
七
日
A
)
(写
真
21
)

「喜

こ
ぼ
う
会
」
と

「鈴

ま

つ
り
」
に

つ
い
て
は
、

雅
楽
多
宗
の
終
焉
で
後
述
し
ま
す
。

八
、
西
宮
雅
楽
多
宗
の
終
焉

昭
和
二
十
五

(
一
九
五
〇
)
年
の

「
西
宮
雅
楽
多
宗
開
創
二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
」
を
契
機
に
、
宗
員
の
高
齢
化
も
進
み
、

例
会
活
動
が
下
火
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和

二
十
六

(
一
九
五

]
)
年
三
月
は
初
め
て
例
会
が
休
会
と
な
り
ま
し
た
。

ぜ

い
む

浅
田
は

「
ガ
ラ
ク
タ

一
切
贅
六
吏
員

〔筆
者
注
、
抜
け
目
の
な
い
税
務
署
の
小
役
人
〕
に
差
押
え
致
さ
れ
候
に
付
」
休
会
の

已
む
無
き
と
な

っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
が
、
実
際

の
と
こ
ろ
は
ど
う
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
休
会
の
理
由
付
け
な
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
新
税
の
取
立
て
思
案
を
ふ
ざ
け
心
で
列
記
解
説
し
て
い
ま
す
。

昭
和

二
十
七

(
一
九
五
二
)
年
十
二
月
に
は

「チ
ョ
ッ
ト

一
ぷ
く
」
と
題
し
、
以
後
、
例
会
案
内
や
浅
田
の
個
人
趣
向
の

葉
書
通
信
は
不
定
期
発
行
に
す
る
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
七
年
間
に
発
行
し
た
葉
書
通
信
は
百
二
十
数
葉
に
な
る
と
記
述

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
後
最
終
ま
で
九
葉
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
総
数
は
百
三
十
葉
を
超
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

笹
部
桜

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
百
三
十
葉

(複
数
同

一
の
も
の
は

一
葉
と
数
え
た
)
あ
り
ま
す
が
、
数
葉
抜
け

て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
二
十

一

(
一
九
四
六
)
年
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
昭
和
三
十

(
一
九
五
五
)
年
七
月
十
七
日
十
三
時
か
ら
、
浄
願
寺
の
服
部
泰
妙
師

の
喜
寿
の
祝
賀

「喜
こ
ぼ
う

会
」
が
浄
願
寺
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
案
内
状
に
浅
田
は

「大
和
新
聞

『私

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
連
載
中
は
御
支
援
下
さ
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い
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
引
続
き
、
『
こ
れ
は
デ

ッ
か
い
』
と

『珍
品
拝
見
』
を
企
画
に
の
せ
て
ゆ
き
ま
す
。

本
山
か
ら
指
示
の
あ

っ
た
節
は
、
よ
ろ
し
く
御
協
力
下
さ
い
ま
せ
。
」
と
書
き
添
え
て
い
ま
す
。
『大
和
新
聞
』
(
一
九
五
五

年
四
月
五
日
)
の

「ご
自
慢
く
ら
べ
11

私
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
記
事
は
前
回
に
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
『国
際
新
聞
』

(
一
九
五
五
年

一
月

一
日
)
の

「年
賀
状

・珍
オ
メ
デ
ト
集
」
の
な
か
に
、
浅
田
の
年
賀
状
が
二
例
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
二
十
三

(
一
九
四
八
)
年
は

「餓
春

併
て
貴
下
の
満
腹
を
祈
上
候
」
、
昭
和
二
十
六

(
一
九
五

]
)
年
は

「金
餓
辛
年
」

と
替
え
歌
の
歌
詞
が
載

っ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
六
年

一
月
七
日
に
催
さ
れ
た

「憂
さ
議
散
の
会
」
の
案
内
状

(前
述
)
を

兼
ね
た
年
賀
状
で
す
。

こ
れ
ら
両
紙
を
調
べ
る
と
、
浅
田
執
筆
記
事
や
企
画
編
集
記
事
が
ま
だ
ま
だ
見
つ
か
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、

い
よ
い
よ
雅
楽
多
宗
は
幕
を
閉
じ
ま
す
。
鈴
塚
を
浄
願
寺
説
教
所
跡
地
か
ら
浄
願
寺

に
移
転
さ
せ
、
昭
和

三
十
二

(
一
九
五
七
)
年
十

]
月
十
七
日
に

「
鈴
ま
つ
り
」
を
浄
願
寺
で
行
な

い
ま
し
た
。
富
田
栄
妙
師
が
鈴
塚
の
入
魂
式

の
導
師
を
努
め
ま
し
た
。
現
在
、
鈴
塚
に
納
め
ら
れ
た
土
鈴
は
ほ
と
ん
ど
原
型
を
留
め
ず
、
土
に
返
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
西
宮
雅
楽
多
宗
は
す
べ
て
の
活
動
を
終
え
ま
し
た
。
宗
員
た
ち
は
時
折
、
浄
願
寺
を
訪
ね
て
鈴
塚
を
見
て
は
往
時

を
偲
ん
だ

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
浄
願
寺
も
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
て
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
鈴
塚
だ
け
は
変
わ

ら
ぬ
姿
で
立

っ
て
い
ま
す
。

浅
田
耕

]
郎
は
西
宮
と
い
う
地
域
に
根
ざ
し
つ
つ
も
、
戦
後
は
組
織
を
阪
神
間

へ
拡
大
さ
せ
て
雅
楽
多
宗
を
発
展
さ
せ

よ
う
と
試
み
ま
し
た
。
宗
員
は
増
え
、
よ
り
好
事
家
的
趣
味
人
が
加
わ

っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
逆
に
西
宮
と
い
う
地
域

性
を
希
薄
に
し
て
い
き
ま
し
た

(追
記

(
4
)
参
照
)
。
雅
楽
多
宗
は
、
総
本
山

(事
務
担
当
)
の
音
馬
福
蔵
に
代
表
さ
れ

る
さ
さ
や
か
な
日
常
的
蒐
集
家
と
、
永
井
清
司
に
代
表
さ
れ
る
多
様
で
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
蒐
集
家
が
共
存
す
る
和
や
か
な
楽
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し
い
会
で
し
た
。

敗
戦
後
の
日
本
の
心
の
復
興
、
心
の
糧
と
し
て
、
雅
楽
多
宗
執
事
と
し
て
奔
走
し
、
実
質
事
務
方
や
広
報
活
動
を
担
当

し
た
浅
田
の
献
身
な
く
し
て
、
雅
楽
多
宗
の
復
活
は
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。
世

の
中
が
落
ち
着

い
て
く
る
と
と
も
に
雅
楽

多
宗

の
活
動
は
下
火
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
ガ
ラ
ク
タ
蒐
集
展
示
よ
り
も
し
だ

い
に
見
学
会
や

ハ
イ
キ
ン
グ
、
講
演
会

へ
と
活
動
内
容
が
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
で
は

一
般
化
し
た
市
民
サ
ー
ク
ル
、
社
会
教
育
文
化
活
動
の
感
さ

え
し
ま
す
。
し
か
し
、
宗
員
の
高
齢
化
、
高
度
経
済
成
長
の
社
会
変
化
の
な
か
で
、
雅
楽
多
宗
は
幕
を
閉
じ
ま
す
。

お
わ
り
に

生
真
面
目
と
遊
び
心
、
そ
し
て
批
判
精
神
は
、
物
質

(金
銭
)
的
ゆ
と
り
と
精
神
的
ゆ
と
り
に
よ

っ
て
生
ま
れ
ま
す
。

さ
さ
や
か
な
贅
沢
と
清
貧
は
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
趣
味
な
き
人
生
は
寂
し
い
も
の
で
す
。
E
テ
レ
の

「団

塊
ス
タ
イ
ル
」
に
は
様
々
な
趣
味
人
が
登
場
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
は
皆
、
溌
刺
と
し
て
い
ま
す
。
前
回
に
述
べ
た
よ
う

に
、
平
和
で
自
由
な
社
会
、
殊
に
内
心
の
自
由
が
保
証
さ
れ
た
社
会
で
な
け
れ
ば
、
趣
味
ど
こ
ろ
か
学
問
も
教
育
、
芸
術

も
衰
退
し
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

一
代
限
り
な
の
で
し
ょ
う
か
。
戦
災

・
震
災
・
風
水
害
な
ど
に
よ
る
消
失
や
焼
失
も
あ
り
ま
す
。

本
人
に
と

っ
て
の
宝
物
は
、
家
族

・
遺
族
に
と
っ
て
は
ガ
ラ
ク
タ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
公
共
図
書
館
の
書
庫
や
博
物
館
の
収

蔵
庫
が
満
杯
で
、
新
た
な
受
け
入
れ
が
困
難
な
事
例
も
あ
り
ま
す
。
文
書
館
に
い
た

っ
て
は
貧
弱
そ
の
も
の
、
設
置
さ
れ
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て
い
な
い
自
治
体
す
ら
あ
り
ま
す
。

西
宮
雅
楽
多
宗
の
高
山
岩
三
郎
は
台
風
に
よ
る
高
潮
で
全

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
失
な
い
ま
し
た
。
生
前
葬
の
葬
別
会
の
案

内
に
は

「水
移
魂
帖
」
の
文
字
が
見
ら
れ
ま
す
。
中
川
黙
音
は
死
没
後
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
散
逸
喪
失
し
ま
し
た
。
宮
本
圓

心
の
土
鈴

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
最
明
寺
郷
土
館
に
所
蔵
さ
れ
た
の
は
、
幸
運
な
稀
有
な
事
例
で
す
。
雅
楽
多
宗

の
宗
員
た
ち

の
ほ
と
ん
ど
が
戦
災

で
す
べ
て
を
失
な
い
ま
し
た
。
戦
後
の
蒐
集
品
も
震
災
で
失
な

っ
た
り
、
本
人
の
没
後
に
散
逸
し
て

い
き
ま
し
た
。

大
阪
の
三
大
蒐
集
家
の
忍
頂
寺
務
の
忍
頂
寺
文
庫
は
大
阪
大
学
図
書
館
に
、
南
木
芳
太
郎
の
南
木
文
庫
は
ほ
ん
の

一
部

が
大
阪
城
天
守
閣
博
物
館
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
宅
吉
之
助

の
宇
津
保
文
庫
の
瓦

・
土
器
の
み
甲
陽
学
院
が
所

蔵
し
、
辰
馬
考
古
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
の
水
木
十
五
堂

(要
太
郎
)
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
子

・
孫
三
代
に
亘
る
も
の
す
べ
て
が
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

(佐

倉
市
)
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
に
は
、
笹
部
新
太
郎
の
西
宮
市
笹
部
桜

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
堀
内
冷

の
え
び
す

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
寄
託
さ
れ
、
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

一
代
限
り
に
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

日
本
各
地
に
は
様
々
な
趣
味
の
会
や
地
域
に
根
ざ
し
た
研
究
会

・
結
社

・
学
会
が
あ
り
ま
す
。
岩
田
書
店
発
行
の

『地
方

史
情
報
』
に
目
を
通
す
と
、
そ
の
感
を
強
く
し
ま
す
。
西
宮
市
に
は

「西
宮
文
化
協
会
」
が
あ
り
、
「甲
陽
史
学
会
」
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
「
歴
史
資
料
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
震
災
や
水
害
な
ど
の
災
害
に
あ

っ
た
歴
史
資
料
の
レ
ス
キ

ュ
ー
活
動
を
し
て
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い
ま
す
。
も
し
当
時
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
高
山
岩
三
郎
の
蒐
集
品
も
救
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

西
宮
雅
楽
多
宗
は
小
さ
な
結
社

で
し
た
が
、
西
宮
神
社
の
門
前
町
を
中
心
に
活
動
を
続
け
ま
し
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た

人
々
の
豊
か
な
営
み
に
、
私
の
心
の
中
ま
で
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
記
念
写
真
の
宗
員
の
皆
さ
ん
は
、
良

い
表
情
を
な
さ
っ

て
い
ま
す
。

「
書
林
か
み
か
わ
」
か
ら

い
た
だ

い
た
写
真
に
よ

っ
て
、
西
宮
雅
楽
多
宗
が
西
宮
市
民
に
再
認
識
さ
れ
る
切

っ
掛
け
と

な

っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館

・
西
宮
郷
土
資
料
館
に
は
、
史
料
閲
覧
に
加
え
て
種
々
御
教
示

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
お
話
す
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
大
手
前
大
学
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

《
追
記

》

(
1
)
『記
録

西
宮
雅
楽
多
宗

昭
和
五
年
五
月
五
日
』
(以
下

『記
録
』
と
記
す
)
の
十
六
-
十
七
頁
に
は
、
浅
田
耕

一
郎
は
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

本
宗
再
発
足

こ
の
混
沌
た
る
世
相
を
眺
め
て
吾
等
宗
員
は
、
敢
然
と
起

っ
た
。
敗
戦
後
、
焼
土
の
中
に
忘
れ
ら
れ
た

「心
の
糧
」
-
か
つ
て
の
美

し
い
伝
統
と
ゆ
た
か
な
情
緒
に
ま
ざ
る
上
方
文
化
を
再
び
打
ち
立
て
よ
う
と
図
っ
た
。
戦
争
の
傷
痩
な
ほ
癒
え
ぬ
昭
和
二
十

一
年

一

月
、
壕
舎
生
活
の
宗
員
を
狩
り
集
め
て
顔
を
合
し
た
。
ま
ざ
に
終
戦
後
約
半
歳
経
過
後
の
事
で
あ
る
。
こ
の
会
合
に
よ

っ
て
お
互
ひ
の

心
の
琴
線
に
触
れ
あ
っ
た
何
も
の
か
が
あ
っ
た
。
吾
々
本
来
の
情
操
趣
味
を
喚
起
し
た
の
で
あ
る
。
せ
め
て
混
乱
の
世
相
の
中
に
吾
等

の
生
活
を
美
し
く
し
、
明
る
く
し
、
潤
ひ
を
持
た
す
べ
く
毎
月

一
回
集
合
し
て
趣
味
の
洒
養
に
寄
与
し
よ
う
と
、
二
、
三
、
同
志
の
発

案
に
よ
り
敢
然
焦
土
の
中
か
ら
再
出
発
す
る
事
に
な
っ
た
。
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後
記

本
宗
開
宗
以
来
の
歴
史
を
綴
っ
た
記
録
帳
を
焼
失
し
た
事
は
残
念
で
あ
る
が
、
藪
に
再
び
筆
を
採
り
、
昭
和
二
十

一
年

一
月
、
敗
戦

後
本
宗
の
再
起
の
日
か
ら
、
稿
を
起
し
て
記
録
の
筆
を
続
け
る
こ
と
と
し
た
。

昭
和
二
十

一
年

一
月

西
宮
雅
楽
多
宗
大
本
山
執
事

大
本
山
と
称
し
た
音
馬
福
蔵
宅
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
五
日
夜
半
か
ら
六
日
未
明
に
か
け
て
の
西
宮
大
空
襲
で
焼
失
し
た
た
め
、
そ

こ
に
保
管
さ
れ
て
い
た
記
録
帳
も
失
な
わ
れ
た
。
浅
田
執
筆
に
よ
る
こ
の
記
録
帳
に
は
、
戦
後
の
記
録
は
昭
和
二
十

一
年
の
も
の
し
か

な
い
。

(2
)
『記
録
』
二
十
四
ー
二
十
五
頁
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十

一
年
四
月
二
十
二
日
午
後

一
時
か
ら
矢
野
倉
造
宅

(西
宮
市
前
浜
町
八
)
で
、

「本
宗
創
立
十
五
周
年
記
念
事
業
相
談
会
」
が
開
か
れ
た
。
宗
員
八
名
が
出
席
し
た
。
浅
田
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

来
る
五
月
五
日
は
本
宗
開
創
十
五
周
年
に
相
当
す
る
為
め
趣
味
界
甦
生
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
京
阪
神
の
趣
味
家
を
西
宮
へ
招
待

し
、
終
戦
後
最
初
の
会
合
を
開
く
こ
と
に
決
定
。
企
画
準
備
の

【
切
を
永
井

・浅
田
の
両
氏
に

一
任
す
。

「戦
災
趣
味
品
追
憶
会
」
の
開
催
記
事
は
、
当
日
の

『神
戸
新
聞
』
(昭
和
二
十

一
年
五
月
五
日
)
に
浅
田
の
尽
力

で
掲
載
さ
れ
た
。

浅
田
は
こ
の
記
事
の
切
り
抜
き
を

『記
録
』
の
二
十
九
頁
に
貼
り
付
け
て
い
る
。

「戦
災
趣
味
品
追
憶
会
」
の
案
内
状
と

『記
録
』
二
十
六
ー
二
十
九
頁
の
記
述
を
合
わ
せ
る
と
、
当
日
の
趣
向
が
よ
く
分
か
る
。
第

一

会
場
の
浄
願
寺
説
教
所
跡
地
で
は
、
午
前
十
～
十

一
時
半
に
鈴
塚
の
前
で
戦
災
趣
味
品
追
悼
ま
つ
り
と
記
念
写
真
撮
影
を
予
定
し
て
い

た
が
、
雨
の
た
め
に
中
止
と
な
っ
た
。
追
悼
ま
つ
り
は
浄
願
寺
の
僧
侶
に
よ
る
仏
事
法
要
を
予
定
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
第
二
会
場
の

公
会
堂
別
館
で
は
、
十
二
時
か
ら
十
六
時
ま
で
、
「空
襲
下
持
出
品
と
焼
け
残
り
宝
物
並
に
戦
災
掘
出
品
等
展
観
」
「西
宮
七
福
舞
踏
団

の
歌
舞
奉
納
」
「来
会
者
の
似
顔
画
と
世
相
漫
画
の
席
上
揮
毫
」
が
催
さ
れ
た
。
七
福
舞
踏
団
は
矢
野
倉
造
が
主
宰
す
る
十
数
名
の
少
女

舞
踏
団
で
、
五
彩
の
挟
を
翻
し
て
踊
っ
た
。
似
顔
絵
描
き
は
、
絵
の
得
意
な
永
井
清
司
が
腕
を
振
る
っ
た
の
だ
ろ
う
。
永
井
は
戦
前
、

自
分
の
似
顔
絵
土
鈴
を
製
作
し
て
い
る
。

当
日
の
出
展
者
と
出
展
品
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

宮
本
円
心

(土
鈴
)
・
矢
野
倉
造

(蒐
印
帳
と
漫
画
)
・
永
井
清
司

(署
名
集
)
・
中
川
京
二

(箸
)
・
音
馬
福
蔵

(焼
爆
古
銭
)
・

中
川
黙
介

(瓦
)
・
高
山
岩
三
郎

(虎
に
関
す
る
も
の
)
・
勝
部
正
造

(記
念
乗
車
券
)
・
多
喜
幸
一一一郎

(焼
爆
品
)
・
井
上
三
千
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雄

(案
内
状
等
)
・浅
田
耕

一
郎

(戦
争
記
念
物
)

浅
田
は
焼
け
跡
か
ら
蒐
集
し
た
瓦
を
数
多
く
出
展
し
た
に
違
い
な
い
。
井
上
は
出
展
し
て
い
る
が
当
日
は
欠
席
し
た
。
杉
本
丙
午
櫻

は
三
か
月
前
の
二
月
に
入
宗
し
て
い
る
が
、
出
展
は
し
て
い
な
い
。
宗
員
の
出
展
者
も
出
席
者
も
十

一
名
で
あ
っ
た
。

京
阪
神
の
雅
友
来
観
者
は
四
十
数
名
。
招
待
者
に
は

「窮
迫
世
相
三
態

衣
食
住
の
絵
馬
」
(三
枚

一
組
)
を
頒
布
し
た
。
作
品
は

阪
神
在
住
の
三
画
伯
、
「衣
」
は
小
川
青
華
、
「食
」
は
牛
尾
桃
里
、
「住
」
は
桂
田
湖
城
の
作
品
で
あ
っ
た
。
牛
尾
は
琴
浦
焼
き
の
三
代

目
と
、
四
代
目
和
田
桐
山
の
絵
師
。
桂
田
は
慶
応
元

(
一
八
六
五
)
年
に
近
江
で
生
ま
れ
、
没
年
不
明
、
晩
年
は
西
宮
に
在
住
し
た
日

本
画
家
。
小
川
に
つ
い
て
は
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
。
こ
の
記
念
品
の
包
み
紙
を
浅
田
は

『記
録
』
の
二
十
九
頁
に
貼
り
付
け
て
い
る
。

(3
)
『記
録
』
に
記
さ
れ
た
昭
和
二
十

一
年
の
住
職
総
会
の
記
録
の
要
点
と
、
浅
田
が
毎
月
の
巻
頭
に
記
述
し
た
世
相
偶
感

の
箇
所
を
紹
介

す
る
。

・

一
月
二
十
二
日

永
井
清
司
宅

(西
宮
市
染
殿
町

一
〇
)

八
名
出
席

「雅
楽
多
宗
焦
土
に
起
つ
U

終
戦
後
初
顔
合
せ
」

▽
戦
敗
後
、
初
め
て
の
新
年
を
迎
へ
た
。
勿
論
正
月
気
分
は
毫
も
無
い
。
明
治
維
新
へ
逆
転
し
た
、
日
本
の
姿
だ
。

一
望
赤
赫
茶
け

た
焼
土
の
中
に
、
点
々
と
バ
ラ
ッ
ク
の
仮
住
宅
が
建
つ
。
復
興
を
奏
で
る
ノ
ミ
の
音
と
表
現
し
た
い
が
、
傷
ま
し
い
罹
災
者
の
曇
っ

た
面
に
は
気
力
が
抜
け
て
、
国
民
の
総
て
が
憔
惇
し
切
つ
て
ゐ
る
。

▽
戦
災
後
、
焼
け
出
ざ
れ
て
疎
開
等
に
て
離
散
し
た
本
宗
員
中
、
連
絡
の
つ
く
者
の
み
口
伝
し
て
先
づ
第

一
回
の
会
合
を
開
い
た
。

恐
ろ
し
き
空
襲
の
夜
の
思
ひ
出
。
敗
戦
後
の
悲
惨
な
世
情
等
を
語
り
合
ひ
、
茶
菓
、
ぜ
ん
ざ
い
等
の
饗
応
を
受
け
、
久
し
振
り
に
和

や
か
気
分
を
取
り
一戻
し
た
。

▽
幸
ひ
に
し
て
宗
員
悉
く
無
事
健
在
な
る
こ
と
を
知
つ
て
喜
び
合
ふ
。
大
日
本
も
元
の
裸
に
帰
っ
た
。
吾
々
も
一兀
の
丸
裸
に
な
つ

た
。
緊
揮

一
番
、
出
直
し
て
掛
ら
う
と
、

一
同
一兀
気
に
四
時
散
会
。

▽
今
後
毎
月

一
回
例
会
を
開
く
こ
と
に
決
定
し
た
。

・
二
月
二
十
三
日

浄
願
寺

九
名
出
席

「服
部
泰
妙
師
を
囲
ん
で
」
※
服
部
師
は
病
臥
中
で
、
出
席
者
の

「悲
喜
交
々
の
心
情
を
ブ
チ
撒
け
て
欝
憤
を
晴
ら
し
」
て
散
会
。

▽
今
年
の
冬
は
比
較
的
温
暖
の
日
が
続
く
。
そ
れ
で
も
夜
更
け
て
隙
間
洩
る
寒
風
は
バ
ラ
ッ
ク
生
活
者
の
肌
を
射
す
。
復
興
住
宅
は

建
た
な
い
。
食
糧
は
無
い
。
戦
災
者
は
戦
争
犠
牲
者
の
中
で
も
最
も
気
の
毒
な
立
ち
場
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。
為
政
者
の
罪
か
。
政
治
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の
貧
困
か
。
困
つ
た
問
題
で
あ
る
。

・
三
月
二
十
二
日

宮
本
円
心
宅

(西
宮
市
荒
戎
町
三
十
三
)
九
名
出
席

「宮
本
圓
心
氏
を
慰
め
る
」
※
宮
本
は
空
襲
で
奥
座
敷
の
一
室
だ
け
焼
失
を
免
れ
た
。
先
般
夫
人
を
亡
く
し
た
。

▽
哀
れ
敗
戦
の
世
の
姿
は
冷
酷
な
現
実
と
な
つ
て
生
々
し
く
吾
等
の
眼
に
映
る
。
中
で
も
戦
後
各
地
に
籏
出
し
た
闇
市
場
な
る
も
の

は
、
確
か
に
敬馬
嘆
す
べ
き
存
在
の

一
つ
で
あ
る
。

・
四
月
二
十
二
日

矢
野
倉
造
宅

(西
宮
市
前
浜
町
八
)
九
名
出
席

「本
宗
創
立
十
五
周
年
記
念
事
業
準
備
相
談
会
」
※
七
福
子
供
舞
踏
団
の
舞
踏
を
数
番
鑑
賞
。

▽
主
食
の
前
途
を
憂
ふ
る
声
が
高
い
。
戦
時
中
一
一合
三
勺
の
米
穀
配
給
が
戦
後
は
一
一合

一
勺
と
な
り
、
更
に
食
糧
危
機
を
目
前
に
控

へ
て

一
割
減
配
と
い
ふ
。
声
を
大
に
し
て
世
界
に
呼
び
か
け
た
。
大
東
亜
共
栄
圏
は
僅
花

一
朝
の
夢
と
化
し
、
哀
れ
敗
戦
の
み
じ
め

さ
は
生
き
残
つ
た
八
千
万
人
の
腸
に
ま
で
染
み
渡
る
。

・
五
月
五
日

元
公
会
堂
別
館

十

一
名
出
席

「開
宗
十
五
周
年
記
念

戦
災
趣
味
品
追
憶
祭

(や
け
た
が
ら
く
た
あ
き
ら
め
会
)」

▽
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
に
対
し
、
大
蔵
省
は
金
融
措
置
令
を
断
行
し
て
預
貯
金
を
封
鎖
し
、
流
通
貨
の
旧
円
は
新
円
と
引
換
へ
る
事
に

な
っ
た
。
加
ふ
る
に
食
糧
危
機
に
突
入
せ
る
悪
条
件
の
下
で
趣
味
の
会
合
は
ど
う
か
と
案
ぜ
ら
れ
た
が
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
意
外
の

好
評
。
宗
員

一
同
ま
つ
安
堵
の
胸
を
撫
で
下
し
た
。

・
五
月
二
十
六
日

六
甲
山
頂
凌
雲
荘

十

一
名
出
席

※
接
待
役
の
中
川
京
二
の
都
合
が
悪
く
、
二
十
二
日
の
予
定
を
二
十
六
日
に

変
更
。

「風
薫
る
五
月
-
六
甲
山
の
山
つ
つ
じ
鑑
賞
」
※
ハ
イ
キ
ン
グ

▽
阪
神
国
道
に
は
進
駐
軍
ジ
ー
プ
が
砂
塵
を
捲
き
上
げ
、
織
る
に
疾
走
し
て
ゐ
る
。
そ
の
後
か
ら
、
大
日
本
の
木
炭
自
動
車
が
青
息

吐
息
の
煙
を
吐
い
て
喘
ぎ
喘
ぎ
つ
い
て
行
く
。
戦
前
誰
が
こ
ん
な
風
景
を
想
像
し
た
も
の
が
あ
ら
う
か
。

・
六
月
十
六
日

多
喜
幸
三
郎
宅

(西
宮
市
川
東
町
二
十
五
)
十
三
名
出
席

「本
宗
の
内
容
、
改
造
案
提
議
」
※
阪
神
間
の
趣
味
家
に
参
加
を
求
め
、
有
名
無
実
の
宗
員
五
人
を
除
名
。

▽
戦
災
に
焼
け
た
宗
員
中
、
多
喜
氏
は
罹
災
の
ト
ッ
プ
を
切
つ
た

一
人
で
宗
員
中
最
も
気
の
毒
な
方
で
あ
る
。
多
年
蒐
集
の
駅
弁

レ
ッ
テ
ル
、
宝
船
、
蒐
印
帖
な
ど
は
惜
し
く
も
悉
く
烏
有
に
帰
し
た
。
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▽
こ
の
程
、
一兀
の
焼
跡
に
バ
ラ
ッ
ク
仮
寓
を
建
設
、
漸
や
く
出
来
上
つ
た
新
装
の
部
屋
に
て
、
窓
を
叩
く
梅
雨
の
雨
音
を
聴
き
乍
ら

趣
味
話
し
に

一
ト
し
ほ
の
花
が
咲
い
た
。
雅
楽
多
は
な
く
し
、
食
糧
の
は
な
し
闇
の
は
な
し
か
ら
天
皇
制
の
は
な
し
ま
で
、
戦
敗
ざ

ま
ざ
ま
の
世
相
を
語
り
合
つ
て
風
情
の
あ
る
梅
雨
ど
き
の
半
日
を
過
ご
し
た
。

▽
食
糧
事
情
は
愈
々
悪
化
を
辿
り
、
前
途
益
々
不
安
の
雲
行
き
な
り
。
久
し
く
甘
味
の
配
給
に
植
え
て
ゐ
る
折
柄
、
多
喜
氏
の
行
為

マ

マ

に
よ
り
、
秋
空
糧
食
、
甘
味
の
分
配
を
受
け
、
宗
員

一
同
渇
を
医
や
す
の
思
ひ
で
あ
っ
た
。

・
七
月
二
十

一
日

勝
部
正
造
宅

(川
辺
郡
園
田
村
法
界
寺
)
十
四
名
出
席

※
宮
本
円
心
が
イ
ン
ク

一
本
、
中
川
京
二
が
ス
タ
ン
プ
台

一
個
、
勝
部
正
造
が
大
本
山
ゴ
ム
印
を
寄
贈
。
こ
の
ゴ
ム
印
は
浅
田
か
ら

西
宮
市
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
西
宮
市
立
郷
土
資
料
館
が
所
蔵
し
、
第
三
十

一
回
特
別
展
示

「阪
神
沿
線
ご
あ
ん
な
い
ー
に
し
の
み
や

郊
外
生
活
1
」
(二
〇

一
五
年
月
七
月

一
八
日
～
八
月
三
〇
日
)
で
展
示
さ
れ
た
。

「食
糧
危
機
突
破
懇
談
会
」

▽
主
食
の
配
給
は
益
々
乱
脈
。
遅
配
、
欠
配
、
減
配
等
の
現
状
。
各
地
に
起
っ
て
世
情
騒
々
し
。
勝
部
氏
の
好
意
に
よ
り
食
糧
危
機

突
破
懇
談
会
の
看
板
を
掲
げ
て
開
催
。
酷
暑
の
際
な
れ
ど
全
宗
員
が
参
加
。
矢
野
氏
の
揮
毫
も
あ
り
て
仲
々
盛
会
。

・
八
月
二
十
五
日

阪
口
淳
宅

(芦
屋
市
春
日
町
七
)
十
九
名
出
席

「納
涼
ス
キ
バ
ラ
会
談
」

▽
八
月
十
五
日
は
日
本
歴
史
に

一
大
汚
点
を
印
し
た
敗
戦

一
周
年
の
記
念
日
で
あ
る
。
あ
れ
か
ら

一
年
。
時
代
の
転
換
は
実
に
凄
ま

し
い
勢
ひ
で
波
瀾
を
極
め
て
ゐ
る
。

▽
主
食
の
コ
メ
は
十
日
に

一
日
分
だ
け
配
給
と
い
ふ
惨
め
さ
。
あ
と
は
苦
心
惨
憺
の
代
用
食
生
活
に
て
、
各
家
庭
の
米
櫃
は
愈
々
緊

迫
す
。
題
し
て

「納
涼
ス
キ
バ
ラ
会
談
」
1
空
腹
な
れ
ど
高
楊
子
。
趣
味
三
昧
の
境
地
も
亦

一
興
と
痩
せ
我
慢
を
張
る
。

・
九
月
八
日
十
三
夜

六
甲
山
頂
ケ
ー
ブ
ル
終
点
駅
露
台

十
五
名
出
席

「飢
餓
線
上
の
風
流
1
空
腹
耐
乏
観
月
雅
宴
」

▽
政
府
の
貯
蔵
食
糧
は
愈
々
澗
渇
し
、
主
食
の
危
機
は
益
々
深
刻
。
米
国
輸
入
に
よ
る
罐
詰
品
の
配
給
が
続
き
、
米
代
替
の
み
の
耐

乏
生
活
は
各
家
庭
の
台
所
を
困
窮
ざ
せ
て
ゐ
る
。
文
字
通
り
何
処
も
同
じ
秋
蓼
々
の
惨
状
で
あ
る
。

▽
折
柄
十
三
夜
の
月
は
皓
々
と
し
て
海
面
に
照
り
映
え
、
眼
下
に
見
下
す
大
阪
神
。
夜
の
景
観
は
実
に
パ
ノ
ラ
マ
を
観
る
様
で
あ

る
。
戦
時
中
、
燈
火
管
制
の
闇
に
馴
れ
た
く
ら
い
気
持
ち
が
、
久
し
振
り
に
拭
は
れ
た
感
じ
が
す
る
。
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・
十
月
二
十
日

元
公
会
堂
別
館

二
十
名
出
席

「天
高
く
人
馬
痩
せ
た
る
秋

"豊
穣
を
讃
ふ
"
座
談
会
」

▽
天
候
に
恵
ま
れ
た
稲
作
は
近
来
に
な
い
豊
作
。
十

一
月
か
ら
は
増
配
が
出
来
る
ゾ
と
、
政
府
当
局
の
御
宣
託
も
あ

っ
て
、
永
い
間

の
憂
欝
か
ら
開
放
ざ
れ
た
想
ひ
で
稽
や
秋
眉
を
開
い
た
型
。
讃
へ
ん
か
な
稔
り
の
秋
1
・

▽
而
し
、
何
ん
と
云
つ
て
も
十

一
月
中
旬
ま
で
は
切
り
抜
け
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
心
身
共
に
疲
れ
た
国
民
の
食
生
活
も
、
藪
ま
だ

暫
ら
く
は
苦
境
の
ド
ン
底
を
歩
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
天
高
く
し
て
正
に
人
馬
痩
せ
た
る
秋
で
あ
る
。

・
十

一
月
十
七
日

石
屋
川
上
流
の
一
王
山
十
善
寺

二
十
名
出
席

「突
破
せ
り
=食
糧
危
機

錦
繍
の
秋
を
探
る
」

▽
十

一
月
に
入
っ
て
国
内
は
俄
然
活
気
づ
い
て
来
た
。
ヤ
レ
復
興
祭
だ
。
新
憲
法
公
布
だ
。
国
民
体
育
大
会
だ
。
芸
能
祭
だ
と
、
騒

ぎ
は
仲
々
に
賑
や
か
だ
。

▽
国
民
大
衆
は
花
よ
り
団
子
。
愈
々
中
旬
よ
り
一
一合

一
勺
の
久
方
振
り
に
弁
当
携
帯
で
紅
葉
の
秋
を
探
ら
う
と
洒
落
れ
て
み
た
。

・
十
二
月
十
八
日

今
井
賛
之
助
宅

(尼
崎
市
西
字
巽
開
)
十
八
名

「忘
年
顔
見
合
せ
会
」

▽
戦
災
者
の
失
意
。
復
員
者
の
失
望
は
未
だ
癒
え
な
い
。
か
て
て
加
へ
て
住
宅
難
、
失
業
難
、
食
糧
難
、
物
価
高
、
何
も
か
も
、
も

み
く
ち
や
に
ざ
れ
た
日
本
の
歳
末
で
あ
る
。

(4
)
戦
前
の
西
宮
雅
楽
多
宗
の
宗
員
に
つ
い
て
は
、
宝
物
展
覧
会
記
念
写
真

(筆
者
所
蔵
)
の
折
に
付
け
た
胸
番
号
札
か
ら
、
宗
員
番
号

の

一
部
が
読
み
取
れ
る

(前
稿

「
『西
宮
雅
楽
多
宗
』
の
人
々

(
一
)
戦
前
編
ー
趣
味
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
成
立

・
展
開
ー
」
参
照
)。
死

没
、
転
宅
な
ど
で
脱
会
者
も
出
て
く
る
の
で
、
宗
員
や
宗
員
番
号
に
異
動
が
生
じ
る
。
ま
た
、
戦
前
の
山
号
と
寺
号
に
つ
い
て
は
、
第

二
回
栞
交
歓
会

(昭
和
六
年
七
月
十
五
日
)
と
第
三
回
栞
交
歓
会

(昭
和
七
年
七
月
十
七
日
)
の
製
作
栞
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
ら
か
ら

一
部
が
判
明
し
て
い
る
。

①
第
二
回
栞
交
歓
会

(昭
和
六
年
ヒ
月
十
五
日
)
製
作
栞

第

一
番

虎
蒐
山

高
山
寺

高
山
岩
三
郎

第
一
一番

富
具
山

通
持
寺

音
馬
福
蔵

第
三
番

活
惚
山

甘
茶
寺

浅
田
耕

一
郎

(柳

[)
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第
六
番

義
磨
山

阿
爪
寺

第
八
番

か
ち
か
ち
山

泥
舟
寺

第
十
八
番

松
壽
山

絹
宝
寺

第
三
十
三
番

燐
王
山

来
福
寺

②
第
三
回
栞
交
歓
会

(昭
和
七
年
七
月
十
七
日
)

第 第 第 第 第
三 十 八 三 一
十 八 番 番 番
三 番
番

虎
蒐
山

活
惚
山

か
ち
か
ち
山

松
壽
山

燐
王
山

高
山
寺

甘
茶
寺

泥
舟
寺

絹
宝
寺

来
福
寺

口八
馬
壽
男

松
井
如
松

宮
本
圓
心

製
作
栞

高
山
岩
三
郎

浅
田
耕

一
郎

(柳

【
)

八
馬
壽
男

松
井
如
松

宮
本
圓
心

③
筆
者
所
蔵
写
真

(昭
和
七
年
頃
)

第
十
二
番

奇
陶
山

阿
弥
寺

中
川
黙
音

戦
後
の
宗
員
と
宗
番
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
二
種
の
資
料
が
あ
る
。
ま
た
、
創
立
時
か
ら
の
宗
員
の
多
く
は
、
そ
れ
ら
の
物
故

者
リ
ス
ト
に
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

④

『記
録
』
に
記
さ
れ
た
、
昭
和
二
十

一
年
度
の
入
宗
者
と
除
名
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・入
宗
者

一
一月
…
杉
本
丙
午
縷

五
月
…
野
田
映

一

六
月
…
小
林
好
燐

七
月
…
松
尾
晩
翠
・
石
原
棲
史
・
藤
井
誠

(千
菟
庵
)

八
月
…

難
波
正
覚

・
今
井
賛
之
助

九
月
…
阪
口
淳

(砂
山
)

十
月
…
長
尾
善
三

・
小
田
龍
二
・
國
府
鉄
蔵

十

一
月
…
板
橋
誠

一
・
上

月
敬
峯

十
一
一月
…
丸
山
拓
蔵

・除
名
者

六
月
…
岡
田
種
蔵

・石
田
利

一
・
山
本
魚
石
・
米
谷
椒
魚
庵

(戦
後
最
初
の

一
月
の
み
出
席
)
・牧
壽
太
郎

(金
逸
)

『記
録
』
に
は
毎
月
の
宗
員
来
会
者

(出
席
者
)
の
氏
名
を
宗
番
順
に
記
述
し
て
い
る
。
昭
和
二
十

一
年
に
入
宗
し
た
十
五
人
は
、
欠

番
者
の
位
置
に
新
た
に
入
っ
て
い
っ
た
。
昭
和
二
十

一
年
末
の
宗
員
二
十
七
人
を
宗
番
順
に
並
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時

点
で
は
ま
だ
欠
員
が
あ
る
。
「西
宮
雅
楽
多
宗
三
十
三
所
寺
号
録
」
(昭
和
二
十
三
年
十
月
)
を
参
考
に
し
て
宗
番
を
推
定
し
た
。
國
府
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鉄
蔵
・野
田
映

一
・上
月
敬
峯
は
昭
和
二
十
三
年
十
月
時
点
で
は
、
す
で
に
退
会
し
て
い
る
。

高
山
岩
三
郎

(第

[
番
)
・音
馬
福
蔵

(第
一
一番
)
・浅
田
耕

一
郎

(第
三
番
)
・矢
野
倉
造

(第
四
番
)
・多
喜
幸
三
郎

(第
五
番
)
・

小
田
龍
三

(第
六
番
)
・
國
府
鉄
蔵

(第
七
番
)
・
長
尾
善
三

(第
八
番
)
・
勝
部
正
造

(第
十
番
)
・
石
原
栖
史

(第
十

一
番
)
・
中

川
黙
介

(第
十
一
一番
)
・
井
上
三
千
雄

(第
十
三
～
十
六
番
?
)
・
丸
山
松
蔵

(第
十
三
番
?
)
・
小
林
好
燐

(第
十
七
番
)
・
野
田

映

一
(第
十
八
番
?
)
・藤
井
誠

(第
十
八
番
?
)
・永
井
清
司

(第
十
九
番
)
・辻
繁

(第
二
十
番
)
・杉
本
丙
午
棲

(第
二
十

一
番
)
・

松
一房
晩
翠

(第
一
一十
二
番
)
・
板
橋
誠

一

(第
一
一十
三
番
)
・
難
波
正
覚

(第
二
十
四
番
)
・
今
井
賛
之
助

(第
二
十
七
番
)
・
阪
口

淳

(第
三
十
番
)
・上
月
敬
峯

(第
三
十

一
番
)
・中
川
京
二

(第
三
十
二
番
)
・宮
本
円
心

(第
三
十
三
番
)
。

浅
田
耕

一
郎
は
西
宮
に
限
定
し
て
い
て
は
雅
楽
多
宗
は
じ
り
貧
に
な
る
と
考
え
、
い
わ
ば

"阪
神
"
雅
楽
多
宗

へ
の
脱
皮
を
図
っ
た
。

昭
和
二
十

一
年
十

一
月
に
二
紙
に
投
稿
し
て
趣
味
家
の
参
加
を
募

っ
た
。
「ガ
ラ
ク
タ
宗
と
は
」
(『神
戸
新
聞
』
十

一
月
五
日
)
と
、
コ

ラ
ム

「阪
神
短
波
」
(『日
本
輿
論
新
聞
』
十

一
月
八
日
)
の
切
り
抜
き
記
事
を
、
『記
録
』
の
四
十
四
・四
十
五
頁
に
挟
ん
で
残
し
、
同
頁

に
投
稿
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

◎
最
近
の
社
会
生
活
は
暗
い
面
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ざ
れ
て
ゐ
る
。
敗
戦
と
い
ふ
現
実
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
日
本
人
の
心

の
中
は
、
神
を
失
ひ
、
物
資
の
み
に
心
を
奪
わ
れ
て
ゐ
る
者
が
余
り
に
も
多
い
。
人
間
は
パ
ン
も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り

も
パ
ン
を
目
の
前
に
し
た
時
の
心
の
持
ち
方
が
必
要
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

◎
今
、
立
ち
上
ら
う
と
し
て
ゐ
る
日
本
に
、
心
を
潤
ほ
す
何
も
の
か
が
忘
れ
ら
れ
て
ゐ
る
。
窮
乏
の
ど
ん
底
で
拾
ひ
上
げ
た

「心

の
糧
」
1
。
そ
れ
が
ど
ん
な
に
美
し
い
も
の
か
。
宗
員
同
志
の
み
が
味
は
へ
る
楽
し
ざ
で
あ
る
。
雅
楽
多
宗
再
建
の
意
義
も
此

処
に
あ
る
。
こ
の
機
会
に
広
く
阪
神
間
の
好
事
家
に
呼
び
か
け
て
入
宗
者
を
募
ら
う
と
、
左
の
如
く
に
新
聞
記
事
を
掲
載
し
た
。

⑤

「物
故
宗
員
」
(西
宮
雅
楽
多
宗
三
十
三
所
寺
号
録

昭
和
二
十
三
年
十
月
)

木
村
幽
名

八
馬
壽
男

永
井
長
兵
衛

小
林
康
治

松
井
如
松

藤
井
治
三
郎

牧
壽
太
郎

喜
田
新
介

川
西
空
彌

橘
彌
三
郎

井
上
三
千
雄

板
橋
誠

一

⑥

「物
故
宗
員
彼
岸
大
法
要
修
行
」
(昭
和
二
十
五
年
三
月
十
九
日
)

木
村
幽
名

八
馬
壽
男

永
井
長
兵
衛

小
林
康
治

松
井
如
松

藤
井
治
三
郎

川
西
空
彌

中
島
秋
月

牧
壽
太
郎

喜
田
新
介

橘
彌
三
郎

井
上
三
千
雄

板
橋
誠

一

※
⑥
に
は
中
島
秋
月
が
追
加
ざ
れ
て
い
る
。
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⑦
戦
後
の
宗
員

一
覧
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
種
の
資
料
か
ら
、
そ
の
時
点
で
の
宗
員
が
判
明
す
る
。

・
「西
宮
雅
楽
多
宗
三
十
三
所
寺
号
録
」
(昭
和
二
十
三
年
十
月
)
※
住
所
省
略

第

一
番

第
二
番

第
三
番

第
四
番

第
五
番

第
六
番

第
七
番

第
八
番

第
九
番

第
十
番

第
十

一
番

第
十
二
番

第
十
一一一番

第
十
四
番

第
十
五
番

第
十
六
番

第
十
七
番

第
十
八
番

第
十
九
番

第
二
十
番

第
二
十

一
番

第
二
十
一
一番

夷
蒐
山

冨
具
山

活
惚
山

出
鱈
目
山

ム

　

ぐ

恵
美
詩
山

逃
世
山

変
天
古
山

童
楽
山

蛸
壺
山

吉
符
山

糸
瓜
山

自
蔵
山

米
俵
山

花
野
山

大
江
山

遊
名
山

鶴
々
山

美
奈
山

毛
納
香
山

鈍
繰
山

笑
夷
山

壽
多
運
賦
山

高
山
寺

通
持
寺

甘
茶
寺

漫
画
寺

舞
理
雅
寺

一壷
寺

似
顔
寺

玩
虎
寺

大
漁
寺

加
葉
寺

無
羅
林
寺

子
守
寺

美
穀
寺

娯
久
楽
寺

鬼
退
寺

好
燐
寺

禿
頭
寺

娯
存
寺

買
俄
寺

整
較
寺

罹
災
寺

雅
葉
寺

高
山
岩
三
郎

音
馬
福
蔵

浅
田
柳

[

矢
野
蔵
造

多
喜
幸
三
郎

小
田
龍
三

小
松
原
無
庵

長
尾
善
三

松
井
晩
聲

勝
部
正
造

石
原
栖
史

中
川
黙
音

丸
山
松
蔵

西
田

一
光

細
田
閑
光

小
林
好
燐

武
村
光
起

藤
井
千
鼠
庵

永
井
清
司

辻

繁

杉
本
丙
午
棲

松
一房
晩
翠

戎
ざ
ん
に
関
す
る
も
の

古
銭

燕
に
因
ん
だ
も
の
、
木
版
紙
屑

漫
画
、
絵
画
、
納
経
印

矢
た
て
、
宝
舟

俳
句
に
関
す
る
も
の

あ
ら
ゆ
る
趣
味
品

虎
に
関
す
る
も
の
、
木
版
絵
葉
書

切
手
、
煙
管
、
矢
た
て
、
古
銭

乗
車
券

切
手
類

子
供
に
因
む
も
の

趣
味
品

一
式
何
で
も
来
い

馬
、
極
楽
味
に
因
ん
だ
趣
味
品

大
仏
玩
具
、
趣
味
の
紙
屑

え
は
が
き
、
燐
票

土
器
、
版
画
、
紙
屑

一
式

鼠
に
関
す
る
も
の

自
筆
の
絵
画
、
手
拭
、
鏡
、
鈴

諸
国
名
物
レ
ッ
テ
ル

趣
味
品

一
切

郵
趣
品
、
木
版
類
、
ス
タ
ン
プ
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第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
三 ニ ー 番 九 八 七 六 五 四 三
番 番 番 番 番 番 番 番 番 番

阿
呆
山

小
槌
山

香
西
山

福
壽
山

武
庫
山

大
屯
山

於
登
山

打
出
山

四
月
山

蒐
箸
山

燐
王
山

底
無
寺

甲
子
寺

瑞
宝
寺

蒐
宝
寺

山
人
寺

蓬
左
寺

呑
喜
寺

木
槌
寺

十
九
庵

延
京
寺

來
福
寺

安
部
四
郎

難
波
正
覚

頭
井
豊
樹

葛
山
磐
次

今
井
賛
之
助

服
部
衣
山
人

得
永
幸
作

阪
口
砂
山

金
井
孫

一
郎

中
川
京
二

宮
本
圓
心

げ
て
も
の
、
お
も
ち
ゃ

大
黒
天
、
古
銭

土
鈴
、
趣
味
品

一
切

屑
と
反
古
類

一
式

趣
味
品
な
ら
何
で
も

郵
趣
品
、
新
聞
題
字
、
煙
草
関
係

切
手
類

諸
国
陶
磁
器
、
土
鈴

囲
碁
と
俳
句
、
常
磐
津

絵
馬
、
箸
、
土
鈴

土
鈴
、
記
念
メ
タ
ル
、
燐
票

・
「雅
楽
多
宗
三
十
三
所
め
ぐ
り

(第
十
回
宝
物
展
覧
会
)
出
品
目
録
」
(昭
和
二
十
四
年
二
月
十

↓
日
)

第

一
番

第
二
番

第
三
番

第
四
番

第
五
番

第
六
番

第
七
番

第
八
番

第
九
番

第
十
番

第
十

一
番

第
十
二
番

御
喜
源
山

冨
具
山

活
惚
山

出
鱈
目
山

笑
夷
山

那
無
山

変
天
古
山

童
楽
山

阿
呆
山

吉
符
山

糸
瓜
山

自
蔵
山

四
葉
楽
寺

通
持
寺

甘
茶
寺

漫
画
寺

罹
災
寺

思
尊
寺

似
顔
寺

玩
虎
寺

底
無
寺

加
葉
寺

無
羅
林
寺

子
守
寺

高
山
岩
三
郎

音
馬
福
蔵

浅
田
柳

【

矢
野
蔵
造

杉
本
丙
午
櫻

葛
山
磐
次

小
松
原
無
庵

長
尾
善
三

安
部
四
郎

勝
部
正
造

石
原
栖
史

中
川
黙
音

戎
ざ
ん

大
型
土
器

戦
災
瓦

蒐
印
帳

宝
船

十
二
支
年
賀
状

美
人
画

張
古
の
虎

羽
子
板

記
念
乗
車
券

鳥
瞼
図

神
札
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第
十
三
番

第
十
四
番

第
十
五
番

第
十
六
番

第
十
七
番

第
十
八
番

第
十
九
番

第
二
十
番

第
二
十

一
番

第
二
十
一
一番

第
二
十
三
番

第
一
一十
四
番

第
二
十
五
番

第
二
十
六
番

第
二
十
七
番

第
二
十
八
番

第
二
十
九
番

第
三
十
番

第
三
十

一
番

第
三
十
一
一番

第
三
十
三
番

特
別
出
品

米
俵
山

花
野
山

大
江
山

遊
名
山

繹
金
山

蒐
箸
山

毛
納
香
山

家
庭
山

喜
楽
山

壽
多
運
賦
山

鶴
々
山

逃
世
山

末
の
松
山

ム

　

に

恵
美
詩
山

鈍
繰
山

大
屯
山

於
登
山

打
出
山

蛸
壺
山

美
奈
山

燐
王
山

美
穀
寺

娯
久
楽
寺

鬼
退
寺

好
燐
寺

端
羅
漢
寺

延
京
寺

買
俄
寺

円
満
寺

頓
保
寺

雅
葉
寺

禿
頭
寺

一壷
寺

波
古
タ
ス
ク
寺

舞
理
雅
寺

整
較
寺

蓬
左
寺

呑
喜
寺

木
槌
寺

大
漁
寺

娯
存
寺

來
福
寺

丸
山
松
蔵

西
田

一
光

細
田
閑
光

小
林
好
燐

難
波
正
覚

中
川
京
二

永
井
清
司

今
井
賛
之
助

金
井
孫

【
郎

松
一房
晩
翠

武
村
光
起

小
田
龍
三

頭
糸
予
期

多
喜
幸
三
郎

辻

繁

服
部
衣
山
人

得
永
幸
作

阪
口
砂
山

松
井
晩
聲

藤
井
千
鼠
庵

宮
本
圓
心

阿
部
四
郎

郷
土
玩
具

絵
馬

記
念
メ
タ
ル

燐
票

三
十
三
所
の
も
の

箸趣
味
手
拭

盃
と
杯
合

大
人
の
お
も
ち
ゃ

戦
災
変
色
切
手

こ
け
し

俳
句
の
も
の

旅
の
小
冊
子

煙
管記

念
木
杯

新
聞
題
字

た
ば
こ
と
創
刊
号

諸
国
陶
器

矢
立

き
き
の
大
黒

趣
味
の
土
鈴

げ
て
も
の
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・
「納
経
実
印
完
成
押
捺
会
」
(昭
和
二
十
六
年
五
月
二
十
日
)

第

一
番

第
二
番

第
三
番

第
四
番

第
五
番

第
六
番

第
七
番

第
八
番

第
九
番

第
十
番

第
十

一
番

第
十
二
番

第
十
三
番

第
十
四
番

第
十
五
番

第
十
六
番

第
十
七
番

第
十
八
番

第
十
九
番

第
一
一十
番

第
二
十

一
番

第
二
十
二
番

第
二
十
三
番

自
蔵
山

冨
具
山

活
惚
山

出
鱈
目
山

ム

　

こ

恵
美
詩
山

大
丈
山

御
喜
源
山

童
楽
山

口
口
山

吉
符
山

糸
瓜
山

自
蔵
山

米
俵
山

花
野
山

大
江
山

遊
名
山

鶴
々
山

美
奈
山

毛
納
香
山

鈍
繰
山

笑
夷
山

壽
多
運
賦
山

阿
呆
山

子
守
寺

通
持
寺

甘
茶
寺

漫
画
寺

舞
理
雅
寺

安
楽
寺

四
葉
楽
寺

玩
虎
寺

漫
画
寺

加
葉
寺

無
羅
林
寺

子
守
寺

美
穀
寺

娯
久
楽
寺

鬼
退
寺

好
燐
寺

禿
頭

娯
存
寺

買
俄
寺

整
較
寺

罹
災
寺

雅
葉
寺

底
無
寺

中
川
黙
音

音
馬
福
蔵

浅
田
柳

一

矢
野
蔵
造

多
喜
幸
三
郎

口高
山
岩
三
郎

長
尾
善
三

口勝
部
正
造

石
原
栖
史

中
川
黙
音

丸
山
松
蔵

西
田

一
光

細
田
閑
光

小
林
好
燐

武
村
光
起

藤
井
千
鼠
庵

永
井
清
司

辻

繁

杉
本
丙
午
縷

松
一房
晩
翠

安
部
四
郎
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第 第 第 第 第 第 第 第 第 第

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
三 ニ ー 番 九 八 七 六 五 四
番 番 番 番 番 番 番 番 番

蛙
鳴
山

末
野
松
山

那
無
山

武
庫
山

麓
光
山

於
登
山

打
出
山

蛸
壺
山

蒐
箸
山

燐
王
山

河
鹿
寺

浪
古
佐
寺

思
尊
寺

山
人
寺

蒐
楽
寺

呑
喜
寺

木
槌
寺

大
漁
寺

延
京
寺

來
福
寺

口頭
井
豊
樹

葛
山
磐
次

今
井
賛
之
助

口得
永
幸
作

阪
口
砂
山

松
井
晩
聲

中
川
京
二

宮
本
圓
心

※
本
稿

【写
真
5
】
【写
真
16
】
【写
真
18
】
は
筆
者
所
蔵
、
他
は
西
宮
笹
部
桜
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

(白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
寄
託
)。
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